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Edwards Lifesciences ヘモスフィア取扱説明書

Edwards Lifesciences ♣（Edwards）では製品を⤽続的に改善しているため、౮᰹や仕様は஢
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本書の使用にあたって

Edwards Lifesciences ヘモスフィア取扱説明書（本書）は、11 の章、8 つの付録、索引から構成され

ています。本書内の図はあくまで参考用です。ソフトウェア改善により、実際の画面とは異なる場合

があります。

警告  Edwards 製ヘモスフィア（ヘモスフィア）を使用する前に、本取扱説明書をお読み

ください。

  各対応アクセサリーをヘモスフィアとともに使用する前に、付属の添付文書を参照

してください。

注意  ヘモスフィアとともに使用する前に、すべてのアクセサリーと機器に損傷がないこ

とを確認してください。損傷とは、ひび、ひっかきキズ、へこみ、電気接点の露出、

外装破損の形跡などです。

警告  患者や使用者への傷害、プラットフォームの損傷、不正確な測定を防ぐため、損傷

があるまたは対応していないプラットフォーム、アクセサリー、構成品、ケーブル

は使用しないでください。

章 説明

1 はじめに：ヘモスフィアの概要を示します。

2 安全と記号：本書内に記載されている警告、注意、注記と、ヘモスフィア上にあるラ
ベルについて記載します。

3 開梱および初期設定：ヘモスフィアのセットアップと初回の接続に関する情報を記載
します。

4 ヘモスフィアのクイックスタート：ベッドサイドモニターに熟練した医師やユーザー
が、すぐにモニターを使用するための説明を記載します。

5 ヘモスフィアのナビゲーション：モニタリングビューの表示に関する情報を記載しま
す。

6 ユーザーインターフェースの設定：患者情報、言語、内部ユニット、アラーム音量、
システムの時刻・日付など、様々な画面設定に関する情報や、画面表示の選択に関す
る情報を記載します。

7 パラメータの高度な設定：アラームのターゲット値やグラフスケールなど、高度な設
定に関する情報を記載します。

8 データのエクスポートと接続性の設定：患者データや臨床データを送受信するための、
モニター接続性に関する情報を記載します。

9 スワンガンツモジュールによるモニタリング：スワンガンツモジュールを使用する、
連続心拍出量、間欠的心拍出量、右室拡張終期圧のモニタリングのセットアップ手順
と操作方法を記載します。

10 オキシメトリーモニタリング：オキシメトリー（酸素飽和度）測定の操作方法とキャ
リブレーションの手順を記載します。

11 トラブルシューティング：フォルト、警告、メッセージと、その原因および対処方法
の一覧を記載します。
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付録 説明

A 仕様

B アクセサリー

C 患者パラメータの計算式

D モニター設定とデフォルト値

E コンピューテーション定数

F システムのメンテナンス、点検およびサポート

G ガイドラインと適合の宣言

H 用語集

索引
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���� ᮇ書ࡡ┘Ⓩ

本書では、ヘモスフィアの機⬗とモニタリングオプションについて説明します。ヘモスフィアは、

Edwards の⾉⾔ິឺテクࣞࢿジーでᚋられたモニタリングデータを表示するモジュール式装⨠

です。

本書は、ィ練を受ࡄたᨾ᛬ᨾ࿤医、┫㆜師および医師がᨾ࿤ᨾ᛬タ⒢を実᪃している⑋㝌で

ヘモスフィアを使用するために作成されています。

本書には、ヘモスフィアのセットアップ、操作方法、外部機器との㏳信方法、โ㝀஥㡧が記載

されています。

���� 㐲⏕

������ ス࣠ࣤ࢝ࣤࢵモࢅ࣭ࣜࣖࢩ౐⏕ࡒࡊヘモスフィア

スワンガンツモジュール、スワンガンツ࢜テーテルを使用したヘモスフィアは⑋㝌⎌ሾにおい

て心拍出量（連続的および間欠的）やᚘ⎌⟮⌦パラメータのモニタリングがᚪ要となる成ெお

よびᑚඡの㔔⑍患者への使用を意図しています。スワンガンツ࢜テーテルを使用する患者⩄に

関する情報はスワンガンツ࢜テーテルの添付文書を参照してください。また、各患者⩄で᭯用

となる測定パラメータの一覧表は௧ୖのラᙔする章を参照してください。

������ ヘモスフィアࡒࡊ⏕౐ࢅࣜࣇ࣭ࢢ࣭ࣛࢹ࣒ࢨ࢛࢞

オキシメトリーケーブル、オキシメトリー࢜テーテルを使用したヘモスフィアは⑋㝌⎌ሾにお

いて㟴⬞⾉酸素飽和度（SvO2 および ScvO2）やᚘ⎌⟮⌦パラメータのモニタリングがᚪ要と

なる成ெおよびᑚඡの㔔⑍患者への使用を意図しています。オキシメトリー࢜テーテルを使用

する患者⩄に関する情報はオキシメトリー࢜テーテルの添付文書を参照してください。また、

各患者⩄で᭯用となる測定パラメータの一覧表は௧ୖのラᙔする章を参照してください。

���� ⚏ᚯ

ヘモスフィアに使用上の⚏ᚯはありまࢆࡎ。

���� ᥆ዜ౐⏕࡞㛭ࡾࡌ説明

ヘモスフィアは⑋㝌⎌ሾのクリティ࢜ルケア㡷ᇡにおいて㈠᰹をᣚっているかィ練を受ࡄた医

⒢ᚉ஥者によって使用されることを意図しています。ヘモスフィアはபᥦ性のあるスワンガン

ツモジュールおよびオキシメトリー࢜テーテルとともに使用します。スワンガンツモジュール

を使用してヘモスフィアのモニタリングを実᪃する際に取ᚋྊ⬗なパラメータの一覧を௧ୖの

表 1-1 に記載します。ᑚඡ患者に対して᭯用なパラメータは iCO㸡iCI㸡iSVR と iSVRI のみで

す。
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␆語 説明 患者⩄

CO 連続心拍出量 成ெ

sCO STAT 心拍出量

CI 連続心౿数

sCI STAT 心౿数

EDV 拡張終期ᐖ量

sEDV STAT 拡張終期ᐖ量

EDVI 拡張終期ᐖ量౿数

sEDVI STAT 拡張終期ᐖ量౿数

HRavg 心拍数

LVSWI ᕞ室 1 回仕஥量౿数

PVR ⫭⾉⟮ᢤᢘ

PVRI ⫭⾉⟮ᢤᢘ౿数

RVEF 右室㥉出⋙

sRVEF STAT 右室㥉出⋙

RVSWI 右室 1 回仕஥量౿数

SV 1 回拍出量

SVI 1 回拍出量౿数

SVR మ⾉⟮ᢤᢘ

SVRI మ⾉⟮ᢤᢘ౿数

iCO 間欠的心拍出量

iCI 間欠的心౿数

iSVR 間欠的మ⾉⟮ᢤᢘ

iSVRI 間欠的మ⾉⟮ᢤᢘ౿数

表 スワンガンツモジュールを使用したヘモスフィアの᭯用なパラメータ一覧ࠈ1-1

オキシメトリーケーブルを使用してヘモスフィアのモニタリングを実᪃する際に成ெおよびᑚ

ඡ患者⩄に対して取ᚋྊ⬗なパラメータ一覧を௧ୖの表 1-2 に記載します。

表 オキシメトリーケーブルを使用したヘモスフィアの᭯用なパラメータ一覧ࠈ1-2

␆語 説明 患者⩄

SvO2 Ί合㟴⬞⾉酸素飽和度 成ெとᑚඡ

ScvO2 ୯心㟴⬞⾉酸素飽和度

スワンガンツモジュールおよびオキシメトリーケーブルの୦方を使用してヘモスフィアのモニ

タリングを実᪃する際に成ெおよびᑚඡ患者⩄に対して取ᚋྊ⬗なパラメータ一覧を௧ୖの表

1-3 に記載します。

␆語 説明 患者⩄

DO2 酸素㐘ᦑ量 成ெとᑚඡ

DO2I 酸素㐘ᦑ量౿数

VO2 酸素ᾐ㈕量

VO2e ᥆定酸素ᾐ㈕量

VO2I 酸素ᾐ㈕量౿数

VO2Ie ᥆定酸素ᾐ㈕量౿数

表 スワンガンツモジュールおよびオキシメトリーケーブルを使用したヘモスフィアの᭯用なパラメータ ࠈ1-3
一覧
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警告  ヘモスフィアを適วに使用しないと、患者に༱㝜がཀྵࡩྊ⬗性があります。本装⨠

を使用する前に、本書のࠔ警告ࠕセクション（➠ 2 章）をよくお読みください。

  ヘモスフィアは患者のタ᩷にのみ使用することが意図されています。本装⨠は、ᚪ

て使用してください。本装⨠かࡎమ情報モニターや患者の臨床ᚡು・⑍≟とె⏍ࡍ

らᚋられた⾉⾔ິឺ値と患者の臨床⑍≟が一⮬しない場合は、἖⒢オプションに╌

手する前にトラブルシューティングを検ゞしてください。

  ECG 信号ථງおよび心拍数測定からᚋられたすべてのパラメータはᑚඡ患者に対し

てビ౮されていないため、その患者⩄に対しては使用できまࢆࡎ。

���� ヘモスフィアࡡᵋᠺ

ヘモスフィアは、3 つの機⬗拡張モジュールスࣞット（ᵾ‵サイズ 2 つとኬサイズ 1 つ）と 2
つのケーブルᕣ㎰ཾをങ࠻ています。モジュールとケーブルの接続⟘ᡜは、ᕞഁ面パࢾルにあ

ります。図 1-1 を参照してください。

図 ヘモスフィアの構成ࠈ1-1

拡張モジュール（ኬ）
スࣞット（1）

拡張モジュール
スࣞット（2）

拡張モジュール（ኬ）

拡張モジュール

ケーブルᕣ㎰ཾ（2）

各モジュール㸤ケーブルは、Edwards ≺⮤の⾉⾔ິឺモニタリングᢇ⾙が用いられています。

⌟ᅹฺ用ྊ⬗なモジュールには、௧ୖで説明するスワンガンツモジュールがあります（リ⣵に

ついては、➠ 9 章ࠔスワンガンツモジュールによるモニタリングࠕを参照してください）。また、

⌟ᅹฺ用ྊ⬗なケーブルには、௧ୖで説明するヘモスフィア オキシメトリーケーブルがあり

ます（リ⣵については、➠ 10 章ࠔオキシメトリーモニタリングࠕを参照してください）。

������ ス࣠ࣤ࢝ࣤࢵモ࣭ࣜࣖࢩ

スワンガンツモジュールは、Edwards 製の࢜テーテル接続ケーブル

と適合するスワンガンツ࢜テーテルを用いることで、連続心拍出

量（CO）と間欠的心拍出量（iCO）をモニタリングできます。ベッ

ドサイドモニターからᚋられる心拍数（HRavg）データを使用する

ことで、右室拡張終期ᐖ量（EDV）のモニタリングもྊ⬗です。

スワンガンツモジュールは、ᵾ‵サイズの拡張モジュールスࣞッ

トに適合します。

リ⣵については、➠ 9 章ࠔスワンガンツモジュールによるモニタリングࠕを参照してください。

表 1-4 は、スワンガンツモジュールの使用୯にฺ用ྊ⬗なパラメータの一覧です。
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表 スワンガンツモジュールによるモニタリングパラメータの説明ࠈ1-4

パラメータ 説明 機器

連続心拍出量（CO） 心⮒から㥉出される⾉ᾦ量を⇍ᕵ㔐法によ
り連続的にビ౮した値（༟న：リットル㸤
ฦ）

スワンガンツ CCO および CCOmbo
࢜テーテル

連続心౿数（CI） 患者のమ表面✒（BSA）で⿭正された連続
心拍出量

スワンガンツ CCO および CCOmbo
࢜テーテル

間欠的心拍出量（iCO） 心⮒から㥉出される⾉ᾦ量を࣍ーラス⇍ᕵ
㔐法により間欠的にビ౮した値（༟న：リッ
トル㸤ฦ）

スワンガンツ⇍ᕵ㔐࢜テーテル

間欠的心౿数（iCI） 患者のమ表面✒（BSA）で⿭正された間欠
的心拍出量

スワンガンツ⇍ᕵ㔐࢜テーテル

右室㥉出⋙（RVEF） 右心室からの཭⦨期拍出⾉ᾦ量を、⇍ᕵ㔐
法およびパーセンテージのアルࢥリズムฦ
ᯊにより連続的にビ౮した値

スワンガンツ CCOmbo V ࢜テーテル
と ECG 信号ථງ

右室拡張終期ᐖ量（EDV） 拡張終期の右心室の⾉ᾦ量について、1 回
拍出量（༟న：mL/beat）を RVEF（%）
で㝎して算出し、連続的にビ౮した値

スワンガンツ CCOmbo V ࢜テーテル
と ECG 信号ථງ

1 回拍出量（SV） CO ビ౮および心拍数（༟న：SV=CO/ 時
間� 1000）からᚋられた཭⦨ࡇとに心室
から拍出される⾉ᾦ量

スワンガンツ CCO、CCOmbo、
CCOmbo V ࢜テーテルと ECG 信号
ථງ

1 回拍出量౿数（SVI） 患者のమ表面✒（BSA）で⿭正された 1 回
拍出量

スワンガンツ CCO、CCOmbo、
CCOmbo V ࢜テーテルと ECG 信号
ථງ

మ⾉⟮ᢤᢘ（SVR） ᕞ室からの⾉Ὦに対するᢤᢘ（アフター
ࣞード）

スワンガンツ CCO、CCOmbo ࢜テー
テルと、MAP および CVP アナࣞグ
圧ງ信号ථງ

మ⾉⟮ᢤᢘ౿数（SVRI） 患者のమ表面✒（BSA）で⿭正されたమ⾉
⟮ᢤᢘ

スワンガンツ CCO、CCOmbo ࢜テー
テルと、MAP および CVP アナࣞグ
圧ງ信号ථງ

������ �ヘモスフィア࢛࢞ࣜࣇ࣭ࢢ࣭ࣛࢹ࣒ࢨ

ヘモスフィアオキシメトリーケーブルでは、適合する Edwards 製
のオキシメトリー࢜テーテルを用いることで、Ί合㟴⬞⾉酸素飽和

度（SvO2）または୯心㟴⬞⾉酸素飽和度（ScvO2）のモニタリング

がྊ⬗です。

ヘモスフィアオキシメトリーケーブルはモニタリングケーブルᕣ㎰

ཾに接続し、その௙の⾉⾔ິឺモニタリング機器とె用できます。

オキシメトリーモニタリングのリ⣵については、➠ 10 章ࠔオキシメトリーモニタリングࠕを

参照してください。表 1-5 は、ヘモスフィアオキシメトリーケーブルの使用୯にฺ用ྊ⬗なパ

ラメータの一覧です。

表 ヘモスフィアオキシメトリーケーブルのパラメータ説明ࠈ1-5

パラメータ 説明

୯心㟴⬞⾉酸素飽和度（ScvO2） 上ኬ㟴⬞で測定された㟴⬞⾉酸素飽和度

Ί合㟴⬞⾉酸素飽和度（SvO2） ⫭ິ⬞で測定された㟴⬞⾉酸素飽和度

酸素ᾐ㈕量（VO2） 1 ฦ間に㌗మが使用する酸素量

᥆定酸素ᾐ㈕量（VO2e） 1 ฦ間に㌗మが使用する酸素量の᥆定値（ScvO2 モニ
タリングのみ）

酸素ᾐ㈕量౿数（VO2I） మ表面✒（BSA）に対してᣞ数໩した 1 ฦ間に㌗మが
使用する酸素量

᥆定酸素ᾐ㈕量౿数（VO2Ie） మ表面✒（BSA）に対してᣞ数໩した 1 ฦ間に㌗మが
使用する酸素量の᥆定値
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������ ᩝ書

௧ୖのヘモスフィア関連文書があります。

ヘモスフィア取扱説明書ࠈ・

ヘモスフィアの添付文書ࠈ・

ヘモスフィア関連文書のリ⣵については、エドワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣にࡇ連⤙くだ

さい。付録Fࠔシステムのメンテナンス、点検およびサポートࠕを参照してください。

���� ᮇ書ࡡ書ᘟࡡぜ์

表 1-6 は、本書におࡄる書式のぜ์の一覧です。

表 本書の書式ぜ์ࠈ1-6

ぜ์ 説明

ኯᏊ ኯᏊのテキストはソフトウェア用語を示します。これらの用語は、モニ
ターの画面に表示されます。

ኯᏊ࣍タン ࣍タンは、選択時のタッࢲスクリーンのアクセスポイントで、ኯᏊで記
載されます。ౚࡣ࠻㹐レビュー㹒࣍タンは画面上で௧ୖのよ࠹に表示さ
れます。

Ѝ ▦༰は、画面のメニューオプションで連続して選択する 2 つのメニュー
の間に記載されます。

アイコンは、メニューまたはナビゲーションを画ാとして表示したタッ
スクリーンのアクセスポイントです。ヘモスフィアで表示されるメࢲ
ニューアイコンの全リストについては、表 2-1 を参照してください。

オキシメトリーキャリブレーション ኯᏊテキストで記載されたメニューアイコンは、画面に表示されるソフ
トウェア用語と対になるアイコンを示します。
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���� ᮇ書࡚౐⏕ࡾࡌ␆ㄊ

表 㢄文Ꮚと␆語ࠈ1-7

␆語 定⩇

A/D アナࣞグ㸤デジタル

BSA మ表面✒

BT ⾉ᾦῺ度

CaO2 ິ⬞⾉酸素ྱ量

CI 心౿数

CO 心拍出量

CCO 連続心拍出量（ᡜ定のスワンガンツ
࢜テーテルと࢜テーテル接続ケーブ
ルの説明に用いる）

CVP ୯心㟴⬞圧

DO2 酸素㐘ᦑ量

DO2I 酸素㐘ᦑ量౿数

DPT ディスポーザブル圧ງトランス
デューサ

EDV 拡張終期ᐖ量

EDVI 拡張終期ᐖ量౿数

efu 㥉出⋙༟న

Hct ヘ࣏トクリット

HIS ⑋㝌情報システム

HGB ヘモグࣞビン

HR 心拍数

HRavg ᖲᆍ心拍数

iCO 間欠的心拍出量

IEC ᅗ際電気ᵾ‵ఌ㆗

IT 注ථᾦῺ度

LED Ⓠකࢱイオード

LVSWI ᕞ室 1 回仕஥量౿数 

MAP ᖲᆍິ⬞圧 

MPAP ᖲᆍ⫭ິ⬞圧

PA ⫭ິ⬞

表 （きࡘつ）㢄文Ꮚと␆語ࠈ1-7

␆語 定⩇

PaO2 ິ⬞圧酸素ฦ圧

PAWP ⫭ິ⬞ᳺථ圧

POST 電″オン・セルフテスト 

PvO2 Ί合㟴⬞⾉酸素ฦ圧 

RVEF 右室㥉出⋙ 

RVSWI 右室 1 回仕஥量౿数 

sCI STAT 心౿数 

sCO STAT 心拍出量 

ScvO2 ୯心㟴⬞⾉酸素飽和度 

sEDV STAT 拡張終期ᐖ量 

sEDVI STAT 拡張終期ᐖ量౿数 

SpO2 ⤊⓮的ິ⬞⾉酸素飽和度 

SQI シグナルクオリティインジケータ 

sRVEF STAT 右室㥉出⋙ 

ST 表面Ὼ度 

STAT パラメータ᥆定値 

SV 1 回拍出量 

SVI 1 回拍出量౿数 

SvO2 Ί合㟴⬞⾉酸素飽和度 

SVR మ⾉⟮ᢤᢘ

SVRI మ⾉⟮ᢤᢘ౿数

タッࢲ 画面をタッࢲすることで、ヘモスフィ
アを操作する

TD ⇍ᕵ㔐

USB ユニࣁーサル・シリアル・ࣁス

VO2 酸素ᾐ㈕量

VO2I 酸素ᾐ㈕量౿数

VO2e ᥆定酸素ᾐ㈕量

VO2Ie ᥆定酸素ᾐ㈕量౿数
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���� Ꮽධ࡞㛭ࡾࡌㆉืエྒ

������ ㆑࿈

警告は、ெమへの༱害またはṒに⮫るよ࠹なᡜ定のິ作もしくは≟Ἓを▩らࡎるものです。

警告 警告は、本書の文୯ではこのよ࠹に表示されます。

������ Ἰណ

注意は、機器のᨶ㝸、不正確なデータの⏍成、操作の↋ຝ໩を引き㉫こすよ࠹なິ作もしくは

≟Ἓを▩らࡎるものです。

注意 注意は、本書の文୯ではこのよ࠹に表示されます。

������ Ἰエ

注記は、機⬗または手順に関する᭯用な情報への注意をಀします。

注記 注記は、本書の文୯ではこのよ࠹に表示されます。

���� ㆑࿈

௧ୖは、本書で用いられている警告です。これらの警告は機⬗や手順に関して説明する際に用

いられます。

・ ヘモスフィアを使用する前に、本書をよくお読みください。

・   ヘモスフィアとபᥦ性があるアクセサリーを使用する際は、使用前にᙔラアクセサリーに付

属の添付文書を参照してください。

・  患者やユーザーのᛱᠻ、プラットフォームの損傷、不正確な測定を㑂ࡄるため、破損がある、

あるいはபᥦ性がないプラットフォームアクセサリー、部品、ケーブルは使用しないでくだ

さい。

・  ヘモスフィアを適วに使用しないと、患者に༱㝜がཀྵࡩྊ⬗性があります。本装⨠を使用す

る前に、本書のࠔ警告ࠕセクション（➠ 2 章）をよくお読みください。（➠ 1 章）

・  ヘモスフィアは患者のタ᩷にのみ使用することが意図されています。本装⨠は、ᚪࡍ⏍మ情

報モニターや患者の臨床ᚡು・⑍≟とెࡎて使用してください。本装⨠からᚋられた⾉⾔ິ

ឺ値と患者の臨床⑍≟が一⮬しない場合は、἖⒢オプションに╌手する前にトラブルシュー

ティングを検ゞしてください。（➠ 1 章）

・  ECG 信号ථງおよび心拍数測定からᚋられたすべてのパラメータはᑚඡ患者に対してビ౮さ

れていないため、その患者⩄に対しては使用できまࢆࡎ。（➠ 1 章）

・  វ電の༱㝜があります：⃷れた手でシステムケーブルをᢜきᕣししないでください。システ

ムケーブルをᢜく前に、手がஜいているか確認してください。（➠ 3 章）
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・  ⇷Ⓠの༱㝜があります㸖✭気、酸素またはல酸໩✽素とྊ⇖性㯖㓁のΊ合ガスがᏋᅹする場

ᡜで、ヘモスフィアを使用しないでください。（➠ 3 章）

・  患者やユーザーのᛱᠻ、または機器の損傷に関するリスクを᭩ᑚ㝀にᢒ࠻るため、ヘモスフィ

アはしっかりと設⨠して取り付ࡄ、すべてのコードおよびアクセサリーケーブルは適วに㒼

⥲してください。（➠ 3 章）

・  ヘモスフィアの上に、௙の機器または∸を㔔ࡠないでください。（➠ 3 章）

・ ヘモスフィアは、IPX1 ⪇Ềを確ಕするため、ᚪࡍᆱ├に設⨠してください。（➠ 3 章）

・  モニター画面上にᾦమをこ࡯さないでください。ᾦమが付╌すると、タッࢲスクリーンの機

⬗が使用不⬗になるྊ⬗性があります。（➠ 3 章）

・  ヘモスフィアは⫴面のポートへのアクセスや電″コードの取り外しが㞬しくなるన⨠に㒼⨠

しないでください。（➠ 3 章）

・  本機器は、電気外⛁手⾙や㝎⣵ິ器とె用ྊ⬗です。電気メスまたは電気的外⛁装⨠による

ᖱῦなどにより、パラメータ測定値が不正確になる場合があります。（➠ 3 章）

・  プリンターをはじめとするすべての IEC/EN 60950 機器は、患者のベッドから 1.5m ௧上㞫し

てください。（➠ 3 章）

・  MRI を実᪃している間はヘモスフィアを使用しないでください。࢜テーテルの MRI 適合性

については࢜テーテルの添付文書を参照してください。（➠ 3 章）

がかかっていることを確認しࢲッテリードアに正しくラッࣁ、ッテリーがᏰ全に᣼ථされࣁ  ・

てください。ࣁッテリーがⴘୖすると、患者や医師が㔔傷をㇿ࠹おそれがあります。（➠ 3 章）

・  ヘモスフィアには正ぜの Edwards 製ࣁッテリーのみを使用してください。ࣁッテリーパック

をモニターから取り出した≟ឺでඖ電しないでください。取り出した≟ឺでඖ電すると、ࣁッ

テリーが損傷したり、ユーザーがᛱᠻをしたりする場合があります。（➠ 3 章）

・  ೳ電時のモニタリング୯᩷を஢防するため、ヘモスフィアにはᖏにࣁッテリーを装╌して使

用してください。（➠ 3 章）

・  電″႕኶時にࣁッテリーがᾐ⪎した場合、ヘモスフィアはシャットࢱウンの処⌦が⾔ࢂれま

す。（➠ 3 章）

・  電″ථງ࢜ࣁーを取り付ࡍࡄにヘモスフィアを使用しないでください。࢜ࣁーを取り付ࡍࡄ

に使用すると、ᾦమがᾈථするおそれがあります。（➠ 3 章）

・  電″コードを接続する際は、ᘇ㛏コードや࣏ルࢲタップを使用しないでください。付属の電

″コード௧外の取り外しྊ⬗な電″コードを使用しないでください。（➠ 3 章）

・  វ電のリスクを回㑂するため、ヘモスフィアは（ಕ㆜アースで）接ᆀされた電″にのみ接続

してください。3 本ピン電″コードを 2 本ピンにንᥦして使用しないでください。（➠ 3 章）

・  機器を࣌ࠔスピタルオンリー࣌ࠔ、ࠕスピタルグレードࠕとい࣏࠹ークが付いたコンセントま

たはྜྷ➴のコンセントに接続した場合しか、接ᆀの信㢏性がᚋられまࢆࡎ。（➠ 3 章）

・  電″コードのプラグを AC 電″からᢜいて、AC 電″からモニターをวり㞫してください。モ

ニターのオン㸤オフ࣍タンでは、AC 電″からシステムをวり㞫すことはできまࢆࡎ。（➠ 3 章）

・  エドワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣が㈅኉する正ぜのヘモスフィア用アクセサリー、ケー

ブル、部品のみを使用してください。正ぜ品௧外のアクセサリー、ケーブル、または部品を

使用した場合、患者の安全または測定⢥度にᙫ㡢することがあります。（➠ 3 章）

・  ᩺ ぜ患者セッションを開ጙしたら、デフォルトの⏍⌦的アラーム⠂ᅑ（上㝀㸤ୖ㝀）をᚪࡍ

確認して、ᡜ定の患者に適วな⠂ᅑになるよ࠹にしてください。（➠ 6 章）

・  ᩺ ぜ患者をヘモスフィアに接続する際にはᚪࡍ、㹐᩺ぜ患者㹒を実⾔するか、患者データプࣞ

フ࢒イルをᾐཡしてください。これを⾔ࢂないと、ᒓṌ表示に前患者のデータが表示される

ことがあります。（➠ 6 章）

・  ヘモスフィアのアナࣞグ㏳信ポートは、࢜テーテルのトランスデューサから⤧⦍されたභ㏳

のアースを使用しています。々数のデࣁイスをヘモスフィアと接続する場合、すべてのデࣁ

イスに対し⤧⦍された電″をᥞ౩し、すべての接続デࣁイスを電気的に⤧⦍するᚪ要があり

ます。（➠ 6 章）

・  システム構成の安全性および⁻れ電Ὦは、医用電気システムに関する IEC 60601-1:2005/
A1:2012 に‵ᣈしているᚪ要があり、またその‵ᣈはユーザーの⩇ຸです。（➠ 6 章）

・  モニターに接続する付属装⨠は、情報ᢇ⾙機器に関する IEC/EN 60950 または医用電気機器に

関する IEC 60601-1:2005/A1:2012 に適合しているᚪ要があります。どのよ࠹な装⨠の⤄み合

であっても、IEC 60601-1:2005/A1:2012ࡎࢂ システム要௲への‵ᣈがᚪ要です。（➠ 6 章）

・  ベッドサイドモニターを᭨࠻る場合には、すべての表示された測定値が᭯ຝとなることを確
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認してください。ᚪ要に応じて、アナࣞグパラメータ設定の電圧⠂ᅑとパラメータ⠂ᅑを්

設定するかキャリブレーションを実⾔してください。（➠ 6 章）

・  患者の安全性にၡ㢗を引き㉫こすྊ⬗性がある場合は、アラーム音をオフにしないでくださ

い。（➠ 7 章）

・  アラーム音量を適วにモニタリングできなくなる音量にୖࡅないでください。適วな音量に

設定されていない場合、患者の安全性にၡ㢗が⏍じるྊ⬗性があります。（➠ 7 章）

・  アラーム表示およびアラーム音は、画面上でパラメータがキーパラメータ（パラメータグࣞー

ブ内に表示される 1 㹳 4 ಴のパラメータ）として選択され表示されている場合にしか作ິし

まࢆࡎ。パラメータがキーパラメータとして選択されていない場合、アラーム音はᾐ音され

ます。（➠ 7 章）

・  デモデータと臨床データを間㐢࠻ないよ࠹に、臨床設定でデモモードが㉫ິしていないこと

を確認してください。（➠ 7 章）

・  ฦᩋ形アラームシステムの一部として、ヘモスフィアを使用しないでください。ヘモスフィ

アは、リモートアラームモニタリング㸤⟮⌦システムに対応していまࢆࡎ。データはグラフ

作成のみを┘的として記録および送信されます。（➠ 8 章）

・  サー࣏ルフィラメント࿔㎮の⾉ὮがೳḾしている場合は、CCO モニタリングをᚪࡍ୯Ḿして

ください。臨床上、ḗの≟Ἓୖでは CCO モニタリングを୯Ḿするᚪ要があります。また、௙

にも୯Ḿを要するケースはあります。

 ・患者に心⫭ࣁイパスを使用しているとき

 ・サー࣐スタが⫭ິ⬞にన⨠しないとき

 ・患者から࢜テーテルを取り外すとき（➠ 9 章）

・  ࣋ ースメー࢜ー患者㸢心ೳḾや不ᩒ⬞のⓆ⏍時、レートメーターが࣋ースメー࢜ーレートを

࢜ウントし続ࡄる場合があります。表示された心拍数にᏰ全に౪Ꮛしないでください。࣋ー

スメー࢜ー患者を注意῕くモニタリングしてください。本機器の࣋ースメー࢜ーのパルス㝎

ཡ⬗ງについては、表 A-5 を参照してください。（➠ 9 章）

・  オキシメトリーケーブルのフ࢒イࣁーがある୹要部をᕬくか、または 10 ฦ௧上もの㛏時間の

間患者の⫑に├接⨠くことはしないでください。オキシメトリーケーブルの表面が 45Υ௧上

となり、内部Ὼ度レベルを⥌ᣚするために⇍をᨲᩋするᚪ要があります。内部Ὼ度がスᐖ⠂

ᅑを㉰࠻る場合、ソフトウェアによってフォルトがⓆ⏍します。（➠ 10 章）

・  オキシメトリーデータを්読み㎰みするࠔはい࣍ࠕタンをᢪす前に、表示されているデータ

が⌟ᅹの患者データと一⮬していることを確認してください。正確でないオキシメトリーキャ

リブレーションデータや患者情報を読み㎰ࡳことは不正確な測定を引き㉫こします。

・  エドワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣が㈅኉する正ぜのヘモスフィア用アクセサリー、ケー

ブル、部品のみを使用してください。正ぜ品௧外のアクセサリー、ケーブル、または部品を

使用した場合、患者の安全または測定⢥度にᙫ㡢することがあります。（付録 B）
・  ヘモスフィアには、ユーザーがಞ⌦できる部品はྱまれていまࣁ࢜。ࢆࡎーを外したり、ฦ

ゆ➴を⾔ったりすると、高電圧によれる༱㝜性があります。（付録 F）
・  វ電またはⓆℾの༱㝜があります㸖ヘモスフィア、モジュール、ケーブルをᾦమの୯にᾈさ

ないでください。また、ᾦమが装⨠内部にථらないよ࠹にしてください。（付録 F）
・  ⇷Ⓠの༱㝜があります㸖ࣁッテリーを開ࡄたり、↕༴したり、高Ὼୖでಕ⟮したり、▯⤙さ

ッテリーがⓆℾ、⇷Ⓠ、ᾦ⁻れ、Ⓠ⇍し、㔔傷やṒஷの原因とࣁ。たりしないでくださいࡎ

なるおそれがあります。（付録 F）
・  ᣞ定外のアクセサリー、センサー、ケーブルを使用すると、電☚ᨲᑏのቌຊや電☚イ࣐ュニティ

の఩ୖをᣅくことがあります。（付録 G）

・ ヘモスフィアの改㏸は認められていまࢆࡎ。（付録 G）

・  ᦘᖈ形および⛛ິ形 RF ㏳信装⨠はヘモスフィアをはじめとする医⒢電気機器すべてにᙫ㡢

するྊ⬗性があります。 ㏳信装⨠とヘモスフィアの適วなฦ㞫㊝㞫の⥌ᣚに関するガイࢱン

スは、表 G-4 に記載されています。（付録 G）
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௧ୖは、本書で用いられている注意です。機⬗や手順に関して説明する際に用いられます。

・ 連㑝法（⡷ᅗ）により、本装⨠の㈅኉は医師のᣞ示による場合のみ認められます。

・  ヘモスフィアとె用するアクセサリーや機器㢦はすべて、使用前に破損がないか確認してく

ださい。破損のౚとして、ஞ⿛、傷、へこみ、電気接続部の露出、あるいはࣀウジングが損

傷したとᛦࢂれるరらかの形跡がᣪࡅられます。

・  ケーブルのᢜきᕣしを⾔࠹場合は、ケーブルではなくコࢾクタ部をᣚってください。コࢾク

タをࡠじったり᭜ࡅたりしないでください。使用前にはすべてのセンサーおよびケーブルが

正しくᏰ全に接続されているか確認してください。（➠ 3 章）

・  ヘモスフィアに関するデータの破損を回㑂するため、㝎⣵ິ器を使用する前に、ᚪࡍモニター

から࢜テーテル接続ケーブルとオキシメトリーケーブルを取り外してください。（➠ 3 章）

・  ヘモスフィアをᴗ❻なῺ度にさらさないでください。付録 A の⎌ሾ仕様を参照してください。

（➠ 3 章）

・ ヘモスフィアを不₡な⎌ሾやᇐっࡰい⎌ሾにさらさないでください。（➠ 3 章）

・ ヘモスフィアのᥦ気ཾをራがないでください。（➠ 3 章）

・  ᙁいකによってᾦᬏ画面がずにくい≟Ἓではヘモスフィアを使用しないでください。（➠ 3 章）

・ 本モニターを手ᣚࡔ機器として使用しないでください。（➠ 3 章）

・  本モニターを⛛ິするときは、ᚪࡍ電″をวり、電″コードをᢜいてからにしてください。（➠

3 章）

・  ヘモスフィアを外部機器に接続する場合は、リしい取扱方法について、ᙔラ外部機器の取扱

説明書を参照してください。臨床で使用する前に、システムが正しく機⬗することを確認し

てください。（➠ 6 章）

・  適วなィ練を受ࡄたスタッフのみが、ヘモスフィアのアナࣞグポートのキャリブレーション

を⾔ってください。（➠ 6 章）

・  連続 SVR の⢥度は、外部モニターからの MAP および CVP データの㌷送⢥度によって異な

ります。外部モニターからの MAP および CVP のアナࣞグ信号の㈹を本装⨠では確認できな

いため、実際の値と本装⨠に表示される値に□┢が⏍じるྊ⬗性があります。ᚉって、連続

SVR の⢥度はಕチされまࢆࡎ。外部モニターに表示される MAP および CVP の値と本装⨠に

表示される値を定期的にẒ㍉すると、アナࣞグ信号の㈹をึ᩷する࠻࠹でのຐࡄになります。

外部モニターからのアナࣞグ出ງ信号にᙫ㡢するྊ⬗性のある⢥度、キャリブレーション、

その௙のን数については、外部ථງデࣁイスの添付文書（取扱説明書）を参照してください。（➠

6 章）

・  ウィルスや࣏ルウェアのវ᯹を防ぐため、USB デࣁイスを᣼ථする前にウィルスࢲェックを

実᪃してください。（➠ 8 章）

・  デフォルトをᚗඔすると、すべての設定がᕝ場出Ⲭ時の≟ឺにᡘります。設定ን᭞や࢜スタ

࣏イズしたものはすべて኶ࢂれます。患者のモニタリング୯にデフォルトをᚗඔしないでく

ださい。（➠ 8 章）

・  モジュールをスࣞットにᢪし㎰まないでください。モジュールにᆍ➴なງをかࡄて、࢜ࢲッ

と音がするまでᕣし㎰ࢆでください。（➠ 9 章）

・ 心拍出量の測定が不正確となる原因には、௧ୖのよ࠹な場合があります。

 ・࢜テーテルの㒼⨠またはన⨠が不正確

 ・ᴗ❻な⫭ິ⬞⾉Ὼ度のን໩

 ⫭ິ⬞⾉Ὼ度のን໩を㉫こす原因を௧ୖにᣪࡅますが、この㝀りではありまࢆࡎ。

 * ெᕝ心⫭手⾙ᚃの≟ឺ

 * ෫༴またはຊῺした⾉ᾦ製๠⁈ᾦの୯ᯙᢖ୙

 * シーケンシャルコンプレッションデࣁイスの使用

 ・サー࣐スタ上の⾉ᰞ形成

 ・ゆ๕Ꮥ的構㏸の異ᖏ（ౚࡣ࠻、心内シャント）

 ・患者のᴗ❻なమິ

 ・電気メスあるいは電気的外⛁手⾙装⨠による電気的・電☚的ᖱῦ

 ・心拍出量の᛬⃥なን໩（➠ 9 章）

・  付録 E を参照して、コンピューテーション定数が࢜テーテルの添付文書のぜ定とྜྷじである
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ことを確認してください。コンピューテーション定数が㐢࠹場合、ᚪ要なコンピューテーショ

ン定数を手ථງしてください。（➠ 9 章）

・  患者の㐘ິや࣍ーラスᢖⷾ⟮⌦などが原因で⏍じた⫭ິ⬞⾉ᾦῺ度の✲↓のን໩によって、

iCO または iCI 値の計算が実⾔される場合があります。᭜⥲のㄏったトリガーを㑂ࡄるため、

➠）。ᚪ要があります࠹⾔メッセージが表示されたら、なるべく᪡く注ථをࠕ注ථࠔ 9 章）

・  取り付ࡄた࢜テーテルが不ᚪ要にິかないよ࠹、オキシメトリーケーブルがしっかり安定し

ていることを確認してください。（➠ 10 章）

・  オキシメトリーの正確なమ外キャリブレーションを⾔࠹ため、࢜ テーテルとキャリブレーショ

ン࢜ップはᚪࡍஜいた≟ឺで⾔ってください。࢜テーテルルーメンのフラッシュは、మ外キャ

リブレーションのᏰ஡ᚃに⾔ってください。（➠ 10 章）

・  オキシメトリー࢜テーテルを患者に᣼ථしたᚃにమ外キャリブレーションを⾔࠹と、キャリ

ブレーションが不正確になります。（➠ 10 章）

・  電気的外⛁装⨠の使用が SQIにᙫ㡢することがあります。ྊ⬗であれࡣ電気的外⛁装⨠とケー

ブルをヘモスフィアから㞫し、電″コードをืの AC コンセントにᕣし㎰ࢆでください。そ

れでもシグナルクオリティのၡ㢗がゆỬしない場合、᭩ᐞりのエドワーズライフサイエンス

ᰬ式ఌ♣にࡇ┞ㄧください。（➠ 10 章）

・  キャリブレーションまたはデータ්読み㎰みの実⾔୯に、オキシメトリーケーブルを取り外

さないでください。（➠ 10 章）

・  オキシメトリーケーブルがヘモスフィアからืのヘモスフィアに付ࡄ᭨࠻られている場合は、

モニタリング開ጙ前に、患者の㌗㛏、మ㔔、BSA が正しいことを確認してください。ᚪ要に

応じて患者データをථງし├してください。（➠ 10 章）

・ 使用ࡇとに、モニターとアクセサリーをΰᤪしಕ⟮してください。（付録 F）
・  ヘモスフィア、アクセサリー、モジュール、ケーブルにᾦమをかࡄたりྻきかࡄたりしない

でください。（付録 F）
・ ᣞ定した⛸㢦௧外のᾐẐᾦは使用しないでください。（付録 F）
・ ⚏Ḿ஥㡧：

 ・ᾦమが電″と接よすること

 ・ᾦమがコࢾクタまたはケースの開ཾ部にථり㎰ࡳこと

  上記⟘ᡜのいࡍれかにᾦమが付╌した場合は、本装⨠を操作しないでください。ただࡔに電

″をวり、㈏᪃設のࣁイオメディ࢜ル部㛓またはᘚ♣のႜᴏᢰᙔ者へࡇ連⤙ください。（付録

F）
・  すべてのケーブルを定期的に検ᰕし、不ර合がないか確認してください。཭⣙時にケーブル

をきつくᕬかないでください。（付録 F）
・  ヘモスフィアオキシメトリーケーブルを、高圧ⵠ気⁓Ⳟ、ᨲᑏ⥲⁓Ⳟ、EO ⁓Ⳟにかࡄないで

ください。ヘモスフィアオキシメトリーケーブルをᾦమにᾈさないでください。（付録 F）
・  ケーブルコࢾクタが本装⨠に接続されており、本装⨠の電″がオンになっているときに、コ

クタ部に電ゆ㈹⁈ᾦ（஘酸リンゲルᾦなど）がかかった場合は、⭁㣏およびᑙ電性の᛬⃥ࢾ

なን໩を引き㉫こすྊ⬗性があります。（付録 F）
・  ケーブルコࢾクタをὑ๠、イソプࣞピルアルコール、グルタルアルデࣃドにᾈさないでくだ

さい。（付録 F）
・ ケーブルコࢾクタのஜ⇩にドライࣕーを使用しないでください。（付録 F）
・  リࢲウムイオン電ờは、ᅗ、㒌㐠ᗋ┬、⮤἖మの法௦にᚉってリサイクルまたはᗣᲘしてく

ださい。（付録 F）
・  本装⨠は IEC 60601-1-2 への適合について検ᰕされており、このᇱ‵に適合しています。この

ᇱ‵は඼ᆵ的な医⒢᪃設において᭯害なᖱῦからጂᙔなಕ㆜を⾔࠹ために考᱄されたもので

す。本装⨠は高࿔ἴエࢾル࢟ーをⓆ⏍、使用し、ᨲᑏするྊ⬗性があり、ᣞ示にᚉって設⨠

および使用しない場合、㎾くにある௙の機器に᭯害なᖱῦを୙࠻るྊ⬗性があります。しか

し≁定の᪃設においてᖱῦが㉫こらないとい࠹ಕチはありまࢆࡎ。本装⨠が௙の機器に᭯害

なᖱῦを㉫こす場合（装⨠の電″をオフにし්度オンにすることでฦかります）、௧ୖの対➿

を 1 つまたは々数⾔って、ᖱῦがなくなるよ࠹にムみてください：

 ・受信器のྡྷきをን࠻るまたはన⨠をን࠻る。

 ・装⨠間の㊝㞫をᗀࡅる。

 ・᭩ᐞりのエドワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣にၡい合ࡎࢂる。（付録 G）
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���� �ࣗ エྒࡡフ࣭࢘ス࣭ࢰࣤ࢕࣭ࢧ࣭

௧ୖは、ヘモスフィアの画面に表示されるアイコンです。画面の外びやナビゲーションのリ⣵

については、➠ 5 章ࠔヘモスフィアのナビゲーションࠕを参照してください。≁定のアイコン

は、ᡜ定の⾉⾔ິឺテクࣞࢿジーモジュールやᣞ定のケーブルでモニタリングを⾔っている間

のみ表示されます。

表 モニター表示記号ࠈ2-1

記号 説明

ナビゲーションࣁーアイコン

 
CO モニタリング開ጙ
（スワンガンツモジュール）

  

࢜ウントࢱウンタイ࣏ー付 CO モニタ
リングೳḾ（9.2.4ࠔCO ࢜ウントࢱウ
ンタイ࣏ーと STAT COࠕを参照してく
ださい）（スワンガンツモジュール）

 
モニタリングビュー選択

 
アクション

 
設定

 
スナップショット
（スクリーンキャプࢲャ）

 
アラームサイレント

 
アラームサイレント୯（7.1.1ࠔアラー
ムサイレントࠕを参照してください。）

 
モニタリング一時ೳḾゆ㝎

アクションアイコン

 
iCO（間欠的心拍出量）
（スワンガンツモジュール）

 
オキシメトリーキャリブレーション
（ヘモスフィア オキシメトリーケーブル）

 
算出パラメータ計算

 
イベントレビュー

 
CCO ケーブルテスト 
（スワンガンツモジュール）

メニューナビゲーションアイコン

 
Home 

 
ᡘる

 
取ᾐ

⦢ᆵリストの選択㡧┘をスクࣞール

表 （きࡘつ）モニター表示記号ࠈ2-1

記号 説明

⦢ᆵリストの࣋ージスクࣞール

 
ᶋスクࣞール

 
Ử定

 

Ử定（キーパッド用）

 
ックス࣋ース（キーパッド用）ࣁ

 
࢜ーソルを 1 文Ꮚᕞに⛛ິ 

 
࢜ーソルを 1 文Ꮚ右に⛛ິ 

 
取ᾐ（キーパッド用）

 
᭯ຝなアイテム

 
↋ຝなアイテム

 
クࣞック㸤ἴ形：ᒓṌデータまたは間
欠的データを表示

パラメータグࣞーブアイコン

 

ターゲットステータス㸤アラームイン
ジケータ：
⥫：ターゲット⠂ᅑ内
㯜：ターゲット⠂ᅑ外
㉝： レッドアラーム（ターゲットࢯーン）

⠂ᅑ内
グレー：ターゲットᮅ設定

 
アラーム音インジケータ：パラメータ
のアラーム音が᭯ຝ

 
アラーム音インジケータ：パラメータ
のアラーム音が↋ຝ

 

シグナルクオリティインジケータࣁー
シグナルクオリティインジケーࠔ10.4
タࠕを参照してください。
（ヘモスフィア オキシメトリーケーブ
ル）

インフォメーションࣁーアイコン

 
HIS 接続性ステータス
表 8-2 を参照してください。
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表 （きࡘつ）モニター表示記号ࠈ2-1

記号 説明

インフォメーションࣁーアイコン

ッテリーṟ量インジケータࣁ
表 5-5 を参照してください。

 
CO ࢜ウントࢱウンタイ࣏ー 
（スワンガンツモジュール）

 
ᖲᆍ心拍数
（ECG ථງによるスワンガンツモジュ 
ール）

 
Wi-Fi 接続ステータス 
表 8-1 を参照してください。 

 
画面ࣞック

表 （きࡘつ）モニター表示記号ࠈ2-1

記号 説明

インターベンションฦᯊアイコン

 
インターベンションฦᯊ࣍タン

 
インターベンションฦᯊ：࢜スタムイ
ベントのインジケータ（グレー）

 
インターベンションฦᯊ：మనንᥦの
インジケータ（⣰）

 
インターベンションฦᯊ：㍲ᾦㇿⲬの
インジケータ（㟯）

 
インターベンションฦᯊ：インターベ
ンションのインジケータ（⥫）

 
⥽集

 
キー࣍ード

���� ⿿ဗࣚ࣊ࣜ୕ࡡエྒ

ここでは、ヘモスフィアおよびその௙のฺ用ྊ⬗なヘモスフィアのアクセサリーに記載されて

いる記号について説明します。

表 製品ラベル上の記号ࠈ2-2

記号 説明

製㏸ఌ♣

製㏸日

注意：⡷ᅗ連㑝法では、本装⨠は医師
が使用する、または医師のᣞ示によっ
て使用することだࡄが認められていま
す。

IPX1 ぜ᰹に‵ᣈし、┷上からỀがかか 
った場合に⪇Ề性があります。

IPX4 ぜ᰹に‵ᣈし、Ề㊬ࡠがあった場
合に⪇Ề性があります。

EC ᣞ௦ 2002/96/EC にᚉい、ᗣ電気電
Ꮔ機器のฦืを示す࣏ーク

≁定᭯害∸㈹使用โ㝀（RoHS）ᣞ௦
に‵ᣈ㸢୯ᅗのみ

連㑝㏳信ጟဤఌ（FCC）に‵ᣈ㸢⡷ᅗ
のみ

本品には、本品に㎾接する௙の機器と
の RF ᖱῦを引き㉫こすྊ⬗性のある
㟸電㞫ᨲᑏ⥲送信機がྱまれています。

添付文書をお読みください。

表 （きࡘつ）製品ラベル上の記号ࠈ2-2

記号 説明

使用方法に関するおၡい合ࡎࢂはエド
ワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣まで
お㢢いいたします。

ETL 認チ 

品␊

シリアル␊号

Ḛᕗභྜྷమの認ྊ

MRI では༱㝜 

医⒢機器ᣞ௦ 93/42/EEC に適合 

ࣞット␊号

部品␊号

㕼フリー
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表 （きࡘつ）製品ラベル上の記号ࠈ2-2

記号 説明

UL 製品認チ࣏ーク 

リサイクルྊ⬗なリࢲウムイオン電ờ

ฦゆしないでください。

↕༴しないでください。

コࢾクタ確認ラベル

➴電న❻Ꮔ

USB 2.0 

USB3.0 

イーサࢾット接続

アナࣞグථງ 1 

アナࣞグථງ 2 

DPT 圧出ງ 

⪇㝎⣵ິᆵの CF 形装╌部 

外部モニターからの ECG ථງ 

HDMI 出ງ 

コࢾクタ：シリアル COM 出ງ（RS232） 

表 （きࡘつ）製品ラベル上の記号ࠈ2-2

記号 説明

その௙の梱ໜラベル

内ᐖ∸を⃷らさないこと。

その௙の梱ໜラベル

๪れ∸、取扱注意

ኮᆀ↋用

ໜ装が損傷している場合は使用しない
こと。

外⟵はリサイクルྊ⬗なࢱン࣍ール製
です。

├ᑏ日කにᙔてないこと。

Ὼ度
（X 㸲ୖ㝀値、Y 㸲上㝀値） 

‭度
（X 㸲ୖ㝀値、Y 㸲上㝀値） 

注記  アクセサリーの製品ラベルについては、アクセサリーの添付文書に記載されている

記号の表を参照してください。

注記  アクセサリーの製品ラベルについては、アクセサリーの添付文書に記載されている

記号の表を参照してください。

���� ‵ᣈぜ᰹
表 ᣈぜ᰹‵ࠈ2-3

ᵾ‵ タイトル

IEC 60601-1:2005/A1:2012 医用電気機器㸢➠ 1 部：ᇱ♇安全ཀྵびᇱ本性⬗に関する一⯙要
ị஥㡧㸠㏛⿭ 1（2012） 

IEC 60601-1-2:2014 医用電気機器㸢➠ 1-2 部：ᇱ♇安全ཀྵびᇱ本性⬗に関する一⯙
要ị஥㡧㸢๧㏳์：電☚ጄ害㸢要ị஥㡧ཀྵびム㥺

IEEE 802.11 IEEE Standard for Information technology-
Telecommunications and information exchange between systems
Local and metropolitan area networks-Specific requirements
Part 11: Wireless LAN Medium Access Control 
(MAC) and Physical Layer (PHY) Specifications 

IEC 60601-1-8:2006 医用電気機器㸢➠ 1-8 部：ᇱ♇安全ཀྵびᇱ本性⬗に関する一⯙
要ị஥㡧㸢๧㏳์：医用電気機器ཀྵび医用電気システムのア
ラームシステムに関する一⯙要ị஥㡧㸡ム㥺方法ཀྵび適用ᣞ㔢

���� ヘモスフィアࡡᇱᮇᛮ⬗

モニターは、付録 A に示す仕様に‵じてபᥦ性があるスワンガンツ࢜テーテルを用いる場合

に、連続的心拍出量および間欠的心拍出量を表示します。また、モニターは付録 A に示す仕

様に‵じてபᥦ性があるオキシメトリーケーブルを用いる場合に、SvO2/ScvO2 を表示します。

ラᙔする⾉⾔ິឺパラメータを正確に測定できない場合には、アラーム、警告、インジケータ、

システムステータスが表示されます。
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���� ‵ᣈぜ᰹
表 ᣈぜ᰹‵ࠈ2-3

ᵾ‵ タイトル

IEC 60601-1:2005/A1:2012 医用電気機器㸢➠ 1 部：ᇱ♇安全ཀྵびᇱ本性⬗に関する一⯙要
ị஥㡧㸠㏛⿭ 1（2012） 

IEC 60601-1-2:2014 医用電気機器㸢➠ 1-2 部：ᇱ♇安全ཀྵびᇱ本性⬗に関する一⯙
要ị஥㡧㸢๧㏳์：電☚ጄ害㸢要ị஥㡧ཀྵびム㥺

IEC 60601-2-49:2011 医用電気機器㸢➠ 2-49 部：ኣ機⬗患者┐ち機器のᇱ♇安全ཀྵ
びᇱ本性⬗に関する≁定要ị஥㡧

IEEE 802.11 IEEE Standard for Information technology-
Telecommunications and information exchange between systems
Local and metropolitan area networks-Specific requirements
Part 11: Wireless LAN Medium Access Control 
(MAC) and Physical Layer (PHY) Specifications 

IEC 60601-1-8:2006 医用電気機器㸢➠ 1-8 部：ᇱ♇安全ཀྵびᇱ本性⬗に関する一⯙
要ị஥㡧㸢๧㏳์：医用電気機器ཀྵび医用電気システムのア
ラームシステムに関する一⯙要ị஥㡧㸡ム㥺方法ཀྵび適用ᣞ㔢

���� ヘモスフィアࡡᇱᮇᛮ⬗

モニターは、付録 A に示す仕様に‵じてபᥦ性があるスワンガンツ࢜テーテルを用いる場合

に、連続的心拍出量および間欠的心拍出量を表示します。また、モニターは付録 A に示す仕

様に‵じてபᥦ性があるオキシメトリー࢜テーテルを用いる場合に、SvO2/ScvO2 を表示しま

す。ラᙔする⾉⾔ິឺパラメータを正確に測定できない場合には、アラーム、警告、インジケー

タ、システムステータスが表示されます。㏛ຊ情報に関しては、付録 AࠔA.1ࠈᇱ本性⬗≁性ࠕ

を参照してください。
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開梱および初期設定

3
���� 㛜᲍

㍲送୯に破損した形跡がないかど࠹か、梱ໜ⟵を確認してください。రらかの破損を確認した

場合は、梱ໜ⟵の෕┷を᧔ᙫした上で、エドワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣におၡい合ࡎࢂ

ください。梱ໜ⟵の୯㌗に破損がないかを┘ちで確認してください。破損のౚとして、ஞ⿛、傷、

へこみ、あるいは、その௙モニター、モジュール、ケーブルࣀウジングが損傷したとᛦࢂれる

రらかの形跡がᣪࡅられます。外部に破損がある場合は報告してください。

������ හᐖ∸

ヘモスフィアはモジュール式であるため、梱ໜ⟵の内ᐖ∸は注文されたキットによって異なり

ます。ヘモスフィアはベースキット構成で、内ᐖ∸は、ヘモスフィア、電″コード、ࣁッテリー

パック、ブランクモジュール（2）、ブランクモジュール（ኬ）（1）となっています。表 3-1 を

参照してください。その௙のキット構成として、スワンガンツモジュール、࢜ テーテル接続ケー

ブル、ヘモスフィア オキシメトリーケーブルが㏛ຊ品としてྜྷ梱・出Ⲭされる場合がありま

す。ᾐ⪎品およびアクセサリーはื㏭㒼送される場合があります。注文した製品がすべてᥖっ

ていることをࡇ確認ください。使用ྊ⬗なアクセサリーの全一覧については付録 Bࠔアクセサ

リーࠕを参照してください。

表 ヘモスフィアの構成品ࠈ3-1

ヘモスフィア（ベースキット）

・ヘモスフィア

ッテリーパックࣁ・

・電″コード

・ブランクモジュール（ኬ）（1）

・ブランクモジュール（2）
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������ �モࡡ࣭ࢰࢼモ࡞ࣜࣇ࣭ࢢ࡛࣭ࣜࣖࢩᚪこ࡝ア࣭ࣛࢦࢬࢠ

௧ୖの表に、≁定の⾉⾔ິឺモジュールまたはケーブルによってモニタリング・計算パラメー

タを表示するためにᚪ要なアクセサリーを示します。

表 スワンガンツモジュールによるパラメータのモニタリングにᚪ要なアクセサリーࠈ3-2

 モニタリング・計算パラメータ

ᚪ要なアクセサリー CO EDV RVEF SVR iCO SV

࢜テーテル接続ケーブル ۔ ۔ ۔ ۔ ۔ ۔

ECG インターフェースケーブル ۔ ۔ ۔

アナࣞグ圧ງථງケーブル ۔

注ථᾦῺ度プࣞーブ ۔

スワンガンツ⇍ᕵ㔐࢜テーテル ۔

スワンガンツ CCO ࢜テーテルまた
はスワンガンツ CCOmbo ࢜テーテル

۔
* *

スワンガンツ CCOmbo V ࢜テーテル ۔ ۔

* スワンガンツ CCO、CCOmbo、CCOmbo V ࢜テーテルは、SVR と SV の測定に使用ྊ⬗です。
  ᑚඡ患者においては全てのパラメータをモニタリング、測定ྊ⬗ではありまࢆࡎ。᭯用なパラメータに
ついては表 1-1 を参照してください。

表 ヘモスフィア オキシメトリーケーブルによるパラメータのモニタリングにᚪ要なアクセサリーࠈ3-3

モニタリング・
計算パラメータ

ᚪ要なアクセサリー ScvO2 SvO2

PediaSat オキシメトリー࢜テーテルまたは
適合する୯心㟴⬞オキシメトリー࢜テーテ
ル

۔

スワンガンツオキシメトリー࢜テーテル ۔

警告  វ電の༱㝜があります：⃷れた手でシステムケーブルをᢜきᕣししないでください。

システムケーブルをᢜく前に、手がஜいているか確認してください。

注意  ケーブルのᢜきᕣしを⾔࠹場合は、ケーブルではなくコࢾクタ部をᣚってください。

コࢾクタをࡠじったり᭜ࡅたりしないでください。使用前にはすべてのセンサーお

よびケーブルが正しくᏰ全に接続されているか確認してください。

  ヘモスフィアに関するデータの破損を回㑂するため、㝎⣵ິ器を使用する前に、ᚪ

モニターから࢜テーテル接続ケーブルとオキシメトリーケーブルを取り外してくࡍ

ださい。
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���� ヘモスフィアࡡ᥃⤾࣭࣎ࢹ

ୖ図は、接続ポートおよびヘモスフィアの正面、⫴面、ഁ面パࢾルのその௙の୹な≁ᚡを示し

ています。

������ モ࣭ࢰࢼḿ㟻

ձ アラーム表示部
ղ 電″࣍タン

図 ヘモスフィアの正面図ࠈ3-1

������ モ࣭ࢰࢼ⫴㟻

ձ 電″コࢾクタ
ղ HDMI ポート
ճ イーサࢾットポート
մ USB コࢾクタ
յ シリアルポート
ն アナࣞグインプット 1
շ アナࣞグインプット 2
ո ECG インプット
չ 圧ງアウトプット
պ ➴電న❻Ꮔ

図 （て表示ࡎࢂスワンガンツモジュールと合）ヘモスフィアの⫴面図ࠈ3-2
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������ モࣜࢾࣂྎࡡ࣭ࢰࢼ

ձ USB コࢾクタ
ղ ࣁッテリードア

図 ルࢾヘモスフィアの右パࠈ3-3

������ モࡡ࣭ࢰࢼᕞࣜࢾࣂ

ձ 拡張モジュール（ኬ）スࣞット
ղ 拡張モジュールスࣞット（2）
ճ ケーブルポート（2）

図 ル（モジュールなし）ࢾヘモスフィアのᕞパࠈ3-4
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���� ヘモスフィアࡡシ⨠

������ 取ࡽ௛࡛ࣤࣘࢨࣈ࢛⏕ࡄ᥆ዜ஥㡧

ヘモスフィアは、お使いになる᪃設のタ⒢≟Ἓに応じて、安定したᖲ面に設⨠するか、பᥦ性

があるスタンドにしっかり取り付ࡄてください。ヘモスフィア用のࣞールスタンドはオプショ

ンのアクセサリーとしてฺ用ྊ⬗です。リ⣵は B.2ࠔアクセサリーに関する㏛ຊ説明ࠕを参照

してください。

その௙の取り付ࡄ用オプションに関する᥆ዜ஥㡧については、ᘚ♣のႜᴏᢰᙔ者にࡇ┞ㄧくだ

さい。

警告  ⇷Ⓠの༱㝜があります㸖✭気、酸素またはல酸໩✽素とྊ⇖性㯖㓁のΊ合ガスがᏋ

ᅹする場ᡜで、ヘモスフィアを使用しないでください。

  患者やユーザーのᛱᠻ、または機器の損傷に関するリスクを᭩ᑚ㝀にᢒ࠻るため、

ヘモスフィアはしっかりと設⨠して取り付ࡄ、すべてのコードおよびアクセサリー

ケーブルは適วに㒼⥲してください。

 ヘモスフィアの上に、௙の機器または∸を㔔ࡠないでください。

 ヘモスフィアは、IPX1 ⪇Ềを確ಕするため、ᚪࡍᆱ├に設⨠してください。

  モニタリングスクリーン上にᾦమをこ࡯さないでください。ᾦమが付╌すると、タッ

。スクリーンの機⬗が使用不⬗になるྊ⬗性がありますࢲ

  ヘモスフィアは⫴面のポートへのアクセスや電″コードの取り外しが㞬しくなるన

⨠に㒼⨠しないでください。

  本機器は、電気外⛁手⾙や㝎⣵ິ器とె用ྊ⬗です。電気メスまたは電気的外⛁装

⨠によるᖱῦなどにより、パラメータ測定値が不正確になる場合があります。

  プリンターをはじめとするすべての IEC/EN 60950 機器は、患者のベッドから 1.5m
௧上㞫してください。

  MRI を実᪃している間はヘモスフィアを使用しないでください。࢜テーテルの

MRI 適合性については࢜テーテルの添付文書を参照してください。

注意  ヘモスフィアをᴗ❻なῺ度にさらさないでください。付録 A の⎌ሾ仕様を参照して

ください。

 ヘモスフィアを不₡な⎌ሾやᇐっࡰい⎌ሾにさらさないでください。

 ヘモスフィアのᥦ気ཾをራがないでください。

  ᙁいකによってᾦᬏ画面がずにくい≟Ἓではヘモスフィアを使用しないでくださ

い。

 本モニターを手ᣚࡔ機器として使用しないでください。
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������ ╌⿞ࡡ࣭ࣛࢷࢴࣁ

ッテリードア（図ࣁ 3-3）を開き、ࣁッテリーをࣁッテリースࣞットに᣼ථし、ࣁッテリーパッ

クがᏰ全に᣼ථされ、ᅖ定されていることを確認します。ࣁッテリードアを㛚め、ラッࢲがしっ

かりかかっていることを確認します。௧ୖのᣞ示にᚉって電″コードを接続し、ࣁッテリーを

Ᏸ全にඖ電します。Ᏸ全にඖ電されている場合を㝎き、᩺しいࣁッテリーパックを電″として

使用しないでください。

注記  ࣁッテリーṟ量がモニターに正しく表示されるよ࠹にするには、初めて使用する前

にࣁッテリーのコンディショニングを⾔ってください。ࣁッテリーのメンテナンス

とコンディショニングに関する情報については、F.7.1ࣁࠔッテリーのメンテナンスࠕ

を参照してください。

ックアップ電″として機⬗し、一定期間のモニタࣁッテリーパックは、ೳ電時のࣁ  

リングに対する電ງ౩⤝のみに対応できます。

警告  ࣁッテリーがᏰ全に᣼ථされ、ࣁッテリードアに正しくラッࢲがかかっていること

を確認してください。ࣁッテリーがⴘୖすると、患者や医師が㔔傷をㇿ࠹おそれが

あります。

  ヘモスフィアには正ぜの Edwards 製ࣁッテリーのみを使用してください。ࣁッテ

リーパックをモニターから取り出した≟ឺでඖ電しないでください。取り出した≟

ឺでඖ電すると、ࣁッテリーが損傷したり、ユーザーがᛱᠻをしたりする場合があ

ります。

  ೳ電時のモニタリング୯᩷を஢防するため、ヘモスフィアにはᖏにࣁッテリーを装

╌して使用してください。

  電″႕኶時にࣁッテリーがᾐ⪎した場合、ヘモスフィアはシャットࢱウンの処⌦が

。れますࢂ⾔

������ 㞹″ࡡࢺ࣭ࢤ᥃⤾

電″コードをモニター⫴面パࢾルに接続する前に、電″ථງ࢜ࣁーが取り付ࡄられていること

を確認してください。

1  電″ථງ࢜ࣁーがすでに取り付ࡄられている場合、電″ථງ࢜ࣁーをモニターの⫴

面パࢾルに取り付ࡄている 2 本のࡠじ（図 3-5）を取り外します。

2  ╌⬲式電″コードを接続します。プラグがしっかりᕣし㎰まれていることを確認し

ます。

3  ࢜ ⨠ーを㒼ࣁーの開ཾ部に電″コードを㏳して㒼⥲し、プラグの上に電″ථງ࢜ࣁ

します。そのᚃ電″ථງ࢜ࣁーのガスケットが付いた面をモニターの⫴面パࢾルに

ᢪしᙔてながら 2 つのࡠじ✨のన⨠をᥖ࠻ます。

。します├ࡄーをモニターに取り付ࣁ࢜、じ✨にᡘして⥶めࡠじをࡠ  4

5  電″コードのプラグを࣌スピタルグレードのコンセントにᕣし㎰みます。

警告  電″ථງ࢜ࣁーを取り付ࡍࡄにヘモスフィアを使用しないでください。࢜ࣁーを取

り付ࡍࡄに使用すると、ᾦమがᾈථするおそれがあります。
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図 ⨠じのనࡠー㸢ࣁヘモスフィア 電″ථງ࢜ࠈ3-5

�������� ➴㞹న᥃⤾

本モニターの操作୯は、ᚪࡍ接ᆀしてください（IEC 60601-1 ‵ᣈのクラス I 機器）。⑋㝌用コ

ンセントまたは 3 本ピンコンセントがฺ用できない場合は、᪃設の電″⟮⌦者に┞ㄧしてᚪࡍ

正しく接ᆀしてください。モニターの⫴面パࢾル（図 3-2）には➴電న❻Ꮔがあり、➴電న接

ᆀシステム（➴電నケーブル）を接続できます。

警告  電″アࢱプタに接続する際は、ᘇ㛏コードや࣏ルࢲタップを使用しないでください。

付属の電″コード௧外の取り外しྊ⬗な電″コードを使用しないでください。

  វ電のリスクを回㑂するため、ヘモスフィアは（ಕ㆜アースで）接ᆀされた電″に

のみ接続してください。3 本ピン電″コードを 2 本ピンにንᥦして使用しないでく

ださい。

  機器を࣌ࠔスピタルオンリー࣌ࠔ、ࠕスピタルグレードࠕとい࣏࠹ークが付いたコン

セントまたはྜྷ➴のコンセントに接続した場合しか、接ᆀの信㢏性がᚋられまࢆࡎ。

  電″コードのプラグを AC 電″からᢜいて、AC 電″からモニターをวり㞫してく

ださい。モニターのオン㸤オフ࣍タンでは、AC 電″からシステムをวり㞫すこと

はできまࢆࡎ。

注意 機器を⛛ິするときは、ᚪࡍ電″をวり、電″コードをᢜいてからにしてください。

������ ⾉⾔ິឺモࢡࣤࣛࢰࢼモࡡ࣭ࣜࣖࢩ᥃⤾ࡦࡻ࠽取ࡽአࡊ

ヘモスフィアには、出Ⲭ時にブランクモジュール 2 ಴とブランクモジュール（ኬ）1 ಴が付属

しています。᩺しいモニタリングモジュールを᣼ථする前に、取り外し࣍タンをᢪして✭のモ

ジュールのラッࢲを外し、ブランクモジュールをスライドさࡎて取り外します。取り付ࡄる前

に、᩺しいモジュールの外部に破損がないかㄢべてください。使用するモニタリングモジュー

ルにᆍ➴なງをかࡄて開いたスࣞットに᣼ථし、࢜ࢲッと音がするまでᕣし㎰みます。

������ �⾉⾔ິឺモࡡࣜࣇ࣭ࢢࢡࣤࣛࢰࢼ᥃⤾ࡦࡻ࠽取ࡽአࡊ

モニタリングケーブルの 2 つのポートは☚気ラッࢲ機構をങ࠻ています。接続する前に、ケー

ブルの外部に破損がないかㄢべてください。モニタリングケーブルをポートに正しく᣼ථする

と、パࢲンとい࠹音がします。ケーブルを取り外すには、プラグをᣚってモニターからᢜきま

す。

������ አ㒂ᶭჹࣜࣇ࣭ࢢࡡࡼ࠾᥃⤾

ヘモスフィアは、取ᚋしたモニタリングデータをฺ用して≁定の⾉⾔ິឺパラメータを算出します。
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モニタリングデータには、圧ථງや ECG ථງデータポートからのデータをྱみます。取ᚋし

たケーブル接続はすべてモニターの⫴面パࢾル（図 3-2）にあります。パラメータ算出に᭯用

なケーブル接続の一覧は、3.1.2ࠔモニターのモジュールとケーブルにᚪ要なアクセサリーࠕを

参照してください。アナࣞグ圧ポートの設定に関するリ⣵は、6.2.5ࠔアナࣞグථງࠕを参照し

てください。

注記  ヘモスフィアはアナࣞグ信号出ງ機⬗をങ࠻た外部モニターからのアナࣞグ信号を

受信することができます。

警告  エドワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣が㈅኉する正ぜのヘモスフィア用アクセサ

リー、ケーブル、部品のみを使用してください。正ぜ品௧外のアクセサリー、ケー

ブル、または部品を使用した場合、患者の安全または測定⢥度にᙫ㡢することがあ

ります。

���� ิᅂ㉫ິ

������ ㉫ິᡥ㡨

モニターをオン㸤オフするには、正面パࢾルの電″࣍タンをᢪします。モニターの電″をථれ

ると、Edwards の画面に続いて電″オン・セルフテスト（POST）画面が表示され、POST が

ጙまります。セルフテストはẎ回システムの電″をථれるたびに実᪃され、୹要なࣀードウェ

アコンポーࢾントの機⬗を実⾔することで、モニターがᇱ本的なິ作要௲をとこるいてした‮

を確認します。セルフテストのステータスメッセージは㉫ິ画面上に、シリアル␊号やソフト

ウェアのࣁージョン␊号といったシステム情報と一⥬に表示されます。

図 ㉫ິ画面ࠈ3-6

注記  タ᩷テストでエラー≟ឺが検出されると、スタートアップ画面からシステムエラー

画面にንࢂります。➠ 11 章：ࠔトラブルシューティングࠕまたは付録 F：ࠔシステム

のメンテナンス、点検およびサポートࠕを参照してください。あるいは、ᘚ♣のႜ

ᴏᢰᙔ者にࡇ┞ㄧください。

������ ゕㄊࡡ㐽ᢝ

ヘモスフィアの初回㉫ິ時には、言語選択画面が表示されます。これは、表示言語、時刻と日

付の表示形式、測定༟నにཬ᫆されます。言語選択画面は、ソフトウェアの初期໩および

POST が終஡すると表示されます。言語を選択すると、表示༟నや時刻と日付の表示形式もそ

の言語のデフォルト設定に設定されます。付録 D：ࠔモニターの設定とデフォルト値ࠕを参照

してください。
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言語選択に関連する各設定は、ื ㏭、㹐モニター設定㹒画面の㹐日付㸤時刻㹒画面や、㹐モニター

設定㹒Ѝ㹐ᇱ本設定㹒から言語オプションでን᭞することができます。

言語選択画面が表示されたら、使用する言語を選択します。

図 3-7ࠈ言語選択画面

注記 図 3-6 および図 3-7 は㉫ິ画面および言語選択画面のౚです。
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4
ヘモスフィアのクイック
スタート

注記  本章は熟練した臨床医師を対㇗としています。ヘモスフィアの使用方法につい

て⠾₡に説明します。リ⣵な情報や警告、注意については、各章を参照してく

ださい。

���� �ス࣠ࣤ࢝ࣤࢵモࡾࡻ࡞࣭ࣜࣖࢩᚨᢷฝ㔖モࢡࣤࣛࢰࢼ

スワンガンツモジュールモニタリングの接続については、図 4-1 を参照してください。

ձサー࣐スタ接続 մ࢜テーテル接続ケーブル
ղサー࣏ルフィラメント接続 յスワンガンツモジュール
ճ注ථᾦῺ度プࣞーブ接続 նヘモスフィア

図 スワンガンツモジュールモニタリング接続の概要ࠈ4-1

1  ヘモスフィアの電″がオフであることを確認したᚃ、スワンガンツモジュールをモ

ニターに᣼ථします。モジュールが正しくはめ㎰まれると、࢜ࢲッとい࠹音がしま

す。

2  電″࣍タンをᢪして、ヘモスフィアの電″をථれます。すべての機⬗はタッࢲスク

リーンを௒して操作できます。

3  㹐ྜྷじ患者で⤽続㹒࣍タンを選択するか、㹐᩺ぜ患者㹒࣍タンを選択して᩺しい患者

データをථງします。

4  ࢜ テーテル接続ケーブルをスワンガンツモジュールと接続します。

5  㹐モニタリングビュー選択㹒アイコン をタッࢲして、使用するモニタリング画面

を選択します。

6  パラメータグࣞーブの外ഁをタッࢲして、パラメータポップアップから使用する

キーパラメータを選択します。

7  パラメータグࣞーブ内をタッࢲして、㹐アラーム㸤ターゲット㹒をㄢᩒします。

8  ࢜ テーテルの⛸㢦に応じて、ୖ記セクションいࡍれかのステップ 9 に㐅みます。
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連続心拍出量モニタリングの場合、4.1.1・ࠈ 㡧

間欠的心拍出量モニタリングの場合、4.1.2 ・ࠈ 㡧

連続拡張終期ᐖ量モニタリングの場合、4.1.3 ・ࠈ 㡧

4����� ㏻⤾ᚨᢷฝ㔖モࢡࣤࣛࢰࢼ

9  サー࣐スタձとサー࣏ルフィラメントղのスワンガンツ࢜テーテル接続部（図 4-1）
を࢜テーテル接続ケーブルに取り付ࡄます。

10  患者に࢜テーテルが適วに᣼ථされていることを確認します。

11  㹐CO モニタリング開ጙ㹒アイコン をタッࢲします。࢜ウントࢱウンタイ࣏ーが

㹐CO モニタリングೳḾ㹒アイコン に表示され、᭩初の CO 値表示までの時間が

示されます。⣑ 3 㹳 6 ฦᚃ、༎ฦなデータがᚋられると、CO 値がパラメータグࣞー

ブに表示されます。

12  ḗの CO 測定までの時間がインフォメーションࣁーに表示されます。CO 測定の間

㝰が㛏くなる場合には、STAT CO（sCO）をキーパラメータとして選択します。

sCO は、CO 値の᥆定値です。

13  㹐CO モニタリングೳḾ㹒アイコン をタッࢲして、CO モニタリングをೳḾしま

す。

������ 㛣ḖⓏᚨᢷฝ㔖モࢡࣤࣛࢰࢼ

௧ୖに㐅ࡳ前に、4.1 㡧の᭩初のステップ 1 㹳 8 にᚉってください。

9  スワンガンツ࢜テーテルのサー࣐スタ接続部（図 4-1 ձ）を࢜テーテル接続ケーブ

ルに取り付ࡄます。

10  注ථᾦῺ度プࣞーブを、࢜テーテル接続ケーブルの注ථᾦῺ度プࣞーブ接続部ճに

接続します。注ථᾦῺ度プࣞーブの⛸㢦（インラインまたはࣁス）が⮤ິ的に検出

されます。

11  㹐アクション㹒アイコン Ѝ㹐iCO㹒アイコン をタッࢲします。

12  Swan-Ganz iCO 画面で、௧ୖの設定を選択します。

注ථᾦᐖ量（3mL、5mL、または ・ࠈ 10mL）㸱注ථᾦῺ度（ࣁス）プࣞーブのみ㸳

࢜ ・ࠈ テーテルのサイズ（5.5F、6F、7F、7.5F、または 8F）
コンピューテーション定数（⮤ິまたは手ິ：選択すると手ථງ用のキーパッ ・ࠈ

ドが表示されます）

注記  コンピューテーション定数は、注ථᾦῺ度プࣞーブの⛸㢦、注ථᾦᐖ量、࢜テーテ

ルサイズに応じて、⮤ິ的に計算されます。コンピューテーション定数が手ථງさ

れると、注ථᾦᐖ量と࢜テーテルサイズの選択は⮤ິに設定されます。

ーラスモード（⮤ິまたは手ິ）࣍・ࠈ

13  㹐࣍ーラスセット開ጙ㹒࣍ タンをタッࢲします。

14  ⮤ິ࣍ーラスモードでは、ベースラインが確❟されるまで㹐おᙽࡔください㹒

（ ）がࣀイライト表示されます。手ິ࣍ーラスモードでは、ベースライン

が確❟されると、㹐測定‵ങᏰ஡㹒（ ）がࣀイライト表示されます。まࡍ㹐注

ථ㹒࣍タンをタッࢲし、࣍ーラス処⨠を開ጙします。

15  㹐注ථ㹒（ ）がࣀイライト表示されている時に、㎷㏷かつළ⁝に、連続的なິ作

で஥前に選択したᐖ量を࣍ーラス注ථしてください。

16  㹐計算୯㹒（ ）がࣀイライト表示されたᚃ、⤎ᯕの iCO 測定値が表示されます。
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17�  ステップ 14 㹳 16 を᭩ኬ 6 回までᚪ要に応じて⧖り㏁します。

18  㹐レビュー㹒࣍タンをタッࢲし、ᚪ要であれ࣍ࡣーラスシリーズを⥽集します。

19  㹐᭯ຝ໩㹒࣍タンをタッࢲします。

������ ㏻⤾ᣉᘿ⤂᭿ᐖ㔖モࢡࣤࣛࢰࢼ

௧ୖに㐅ࡳ前に、4.1 㡧の᭩初のステップ 1 㹳 8 にᚉってください。

9  サー࣐スタձとサー࣏ルフィラメントղの Swan-Ganz ᐖ量測定࢜テーテル接続部

（図 4-1）を࢜テーテル接続ケーブルに取り付ࡄます。

10  患者に࢜テーテルが適วに᣼ථされていることを確認します。

11  ECG インターフェースケーブルの∞方の❻をヘモスフィアの⫴面パࢾルに、も࠹

一方をベッドサイドモニターの ECG 信号出ງ部に接続します。

12  㹐CO モニタリング開ጙ㹒アイコン をタッࢲして、CO/EDV モニタリングを開ጙ

します。

13  ࢜ ウントࢱウンタイ࣏ーが㹐CO モニタリングೳḾ㹒アイコン に表示され、᭩

初の CO/EDV 値までの時間が示されます。⣑ 6 㹳 9 ฦᚃ、༎ฦなデータがᚋられ

ると、EDV や RVEF の値がパラメータグࣞーブに表示されます。

14  ḗの CO 測定までの時間がインフォメーションࣁーに表示されます。CO 測定の間

㝰が㛏くなる場合には、STAT パラメータ（sCO、sEDV、sRVEF）をキーパラメー

タとして選択します。sCO、sEDV、sRVEF は CO、EDV、RVEF の᥆定値です。

15  㹐CO モニタリングೳḾ㹒アイコン をタッࢲして、CO/EDV モニタリングをೳḾ

します。

���� �ヘモスフィア࢛࢞ࣜࣇ࣭ࢢ࣭ࣛࢹ࣒ࢨモࢡࣤࣛࢰࢼ

図 オキシメトリー接続の概要ࠈ4-2

ձபᥦ性のあるオキシメトリー࢜テーテル
ղオプティ࢜ルコࢾクタ
ճヘモスフィアオキシメトリ̾ケーブル
մヘモスフィア

ձ

ղ ճ

մ

1  ヘモスフィアオキシメトリーケーブルをヘモスフィアのᕞഁ面に接続します。図

4-2 を参照してください。
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2  電″࣍タンをᢪして、ヘモスフィアの電″をථれます。すべての機⬗はタッࢲスク

リーンを௒してฺ用できます。

3  㹐ྜྷじ患者で⤽続㹒࣍タンを選択するか、㹐᩺ぜ患者㹒࣍タンを選択して᩺しい患者

データをථງします。

4  各モニタリングセッションの前に、ヘモスフィアオキシメトリーケーブルをᚪࡍ

キャリブレーションしてください。మ外キャリブレーションの説明は 4.2.1 㡧、మ

内キャリブレーションの説明は 4.2.2 㡧に続きます。

������ మአ࢞ࣔࣛࣤࣘࢨ࣭ࣝࣇ

1  ࢜ テーテルトレイの⵱の一部をはがし、オプティ࢜ルコࢾクタを露出さࡎます。

2  ࢜ テーテルのオプティ࢜ルコࢾクタのࠔTOPഁࠕを上にして、オキシメトリーケー

ブルに᣼ථし、エンクࣞージャーを࢜ࢲッと音がするまで㛚めます。

3  㹐アクション㹒アイコン Ѝ㹐オキシメトリーキャリブレーション㹒アイコン

をタッࢲします。

4  㹐オキシメトリータイプ㹒を ScvO2 また SvO2 から選択します。

5  㹐మ外キャリブレーション㹒࣍タンをタッࢲします。

6  患者のヘモグࣞビン（HGB）またはヘ࣏トクリット（Hct）値のいࡍれかをථງし

ます。患者の HGB または Hct がฦかるまで、デフォルト値を使࠹こともできます。

7  㹐キャリブレーション㹒࣍タンをタッࢲします。

8  キャリブレーションが正ᖏに終஡すると、௧ୖのメッセージが表示されます。

మ外キャリブレーション ࠈࠈ  OK- ࢜テーテルを᣼ථしてください

9  ࢜ テーテルの添付文書の記載にᚉって、࢜テーテルを᣼ථします。

10   㹐開ጙ㹒࣍タンをタッࢲします。

11  ScvO2/SvO2 が⌟ᅹのキーパラメータではない場合、パラメータグࣞーブの外ഁの

表示パラメータラベルをタッࢲし、パラメータポップアップから ScvO2/SvO2 をキー

パラメータとして選択します。

12  ScvO2/SvO2 パラメータグࣞーブ内をタッࢲして、㹐アラーム㸤ターゲット㹒をㄢᩒ

します。

������ మහ࢞ࣔࣛࣤࣘࢨ࣭ࣝࣇ

1  ࢜ テーテルの添付文書の記載にᚉって、࢜テーテルを᣼ථします。

2  ࢜ テーテルのオプティ࢜ルコࢾクタのࠔTOPഁࠕを上にして、オキシメトリーケー

ブルに᣼ථし、࢜ࢲッとはめます。

3  㹐アクション㹒アイコン Ѝ㹐オキシメトリーキャリブレーション㹒アイコン

をタッࢲします。

4  㹐オキシメトリータイプ㹒を ScvO2 また SvO2 から選択します。

5  㹐మ内キャリブレーション㹒࣍タンをタッࢲします。

設定に኶ᩃした場合、௧ୖのメッセージが表示されます。

警告： ⾉⟮ባアーࢲフ࢒クトまたは࢜テーテルのᳺථが検出されました。

。テーテルのన⨠をን᭞してください࢜ࠈࠈࠈ

または

警告：信号が不安定です。

信号ࠔまたはࠕ。クトまたは࢜テーテルのᳺථが検出されました࢒フࢲባアー⟯⾉ࠔ  6

が不安定です。ࠕのメッセージが表示されたら、➠ 10 章：ࠔヘルプとトラブルシュー

ティングࠕのᣞ示にᚉってၡ㢗のゆỬをしたᚃ、㹐්キャリブレーション㹒࣍タン

をタッࢲしてベースラインセットアップを්実⾔します。

 または
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  㹐ḗへ㹒࣍タンを選択してྺ引操作に㐅みます。

7  ベースラインキャリブレーションをᏰ஡したら、㹐ྺ引㹒࣍タンをタッࢲして、⾉

ᾦサンプルをྺ引します。そのᚃ、⾉ᾦサンプルを検ᰕ室に送ってコ・オキシメー

ターによる測定ฦᯊを⾔います。

8  検ᰕ値を受㡷したら、HGB または Hct と ScvO2/SvO2 をථງします。

9  㹐キャリブレーション㹒࣍タンをタッࢲします。

10  㹐モニタリングビュー選択㹒アイコン をタッࢲして、使用するモニタリング画

面表示を選択します。

11  パラメータグࣞーブの外ഁの表示パラメータラベルをタッࢲし、パラメータポップ

アップウィンドウから ScvO2/SvO2 をキーパラメータとして選択します。

12  ScvO2/SvO2 パラメータグࣞーブ内をタッࢲして、㹐アラーム㸤ターゲット㹒をㄢᩒ

します。
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5
ヘモスフィアのナビゲーション
���� ヘモスフィアࡡ⏤㟻⾪♟

すべてのモニタリング機⬗は、タッࢲスクリーンのラᙔ⟘ᡜをタッࢲすることで実⾔できます。

画面のᕞഁにあるナビゲーションࣁーには、モニタリングの開ጙ・ೳḾ、画面のスクࣞールや

選択、アクションの実⾔、システム設定のㄢᩒ、スクリーンショットのキャプࢲャ、アラーム

サイレント（ᾐ音）など、様々な操作アイコンがあります。

ヘモスフィアの画面表示の୹な構成を、௧ୖの図 5-1 に示します。メインウィンドウには、⌟

ᅹのモニタリングビューまたはメニュー画面が表示されます。モニタリングビューの⛸㢦につ

いてのリ⣵は、5.3ࠔモニタリングビューࠕを参照してください。その௙の画面機⬗のリ⣵に

ついては、図 5-1 に記載の㡧を参照してください。

図 ヘモスフィア画面表示の構成ࠈ5-1

メインウィンドウ

パラメータグࣞーブ
（5.3.1 㡧）

インフォメーション
ー（5.5ࣁ 㡧）

ステータスࣁー
（5.6 㡧）

ナビゲーション
ー（5.2ࣁ 㡧）
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���� ࣭ࣁࣤࣘࢨ࣭ࢣࣄࢻ

ナビゲーションࣁーは࡮とࢆどの画面に表示されます。ౚ外は、㉫ິ画面とヘモスフィアのモ

ニタリングೳḾ時に表示される画面です。

図 ー㸢スワンガンツモジュールによるモニタリングࣁナビゲーションࠈ5-2

モニタリング開ጙ㸤ೳḾ

モニタリングビュー選択

アクション

設定

スナップショット

アラームサイレント

CO モニタリング開ጙ：スワンガンツモジュールによるモニタリング୯、㹐CO モニタリング開

ጙ㹒アイコンをタッࢲすると、ナビゲーションࣁーから├接 CO モニタリングを開ጙすること

ができます。9.2ࠔ連続心拍出量ࠕを参照してください。

CO モニタリングೳḾ：㹐モニタリングೳḾ㹒アイコンは、スワンガンツモジュールによる CO
モニタリングが㐅⾔୯であることを示します。このアイコンをタッࢲすると、ただࡔにモニタ

リングをೳḾすることができます。

モニタリングビュー選択：㹐モニタリングビュー選択㹒アイコンをタッࢲすると、表示するパ

ラメータの数と、それらを表示するために使用するモニタリングビューの⛸㢦を選択できます。

選択されたものはⰅでࣀイライト表示されます（図 モニタリングビュー選択ウィンドウࠔ5-3

のౚࠕ参照）。モニタリングビューを選択すると、そのモニタリングモードがただࡔに表示さ

れます。

├前に表示していたモニタリングビューにᡘすには、㹐取ᾐ㹒アイコン をタッࢲします。

アクション：㹐アクション㹒アイコンをタッࢲすると、௧ୖのアクションにアクセスすること

ができます。

算出パラメータ計算ࠈ・

イベントレビューࠈ・

iCO（スワンガンツモジュール）ࠈ・
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CCO ࠈ・ ケーブルテスト（スワンガンツモジュール）

オキシメトリーキャリブレーション（ヘモスフィアオキシメトリーケーブル） ࠈ・

算出パラメータ計算およびイベントレビューについては本章で説明します（5.4.1 㡧および 5.4.2
㡧を参照）。上記௧外のアクションについてのリ⣵は、ᣞ定のモジュールまたはケーブルに関

する章を参照してください。

設定：㹐設定㹒アイコンをタッࢲすると、௧ୖの設定画面にアクセスすることができます。

➠：患者データ ࠈ・ 6 章：ࠔユーザーインターフェースの設定ࠕを参照

➠：モニター設定 ࠈ・ 6 章：ࠔユーザーインターフェースの設定ࠕを参照

➠：高度な設定 ࠈ・ 7 章：ࠔアラーム㸤ターゲットࠕ、➠ 7 章：ࠔスケールㄢᩒࠕ、➠ 8 章：ࠔデー

タのエクスポートと接続性ࠕを参照

➠：データのエクスポート ࠈ・ 8 章：ࠔデータのエクスポートと接続性ࠕを参照

➠：デモモードࠈ・ 7 章：ࠔデモモードࠕを参照

➠：エンジニアリングࠈ・ 7 章：ࠔエンジニアリングࠕを参照

➠：ヘルプࠈ・ 11 章：ࠔ画面上のヘルプࠕを参照

スナップショット：㹐スナップショット㹒アイコンをタッࢲすると、⌟ᅹの画面の画ാがキャ

プࢲャされます。画ാをಕᏋするには、ヘモスフィアの 2 つの USB ポート（⫴面および右面

パࢾル）のいࡍれか 1 つに USB デࣁイスを取り付ࡄることがᚪ要です。

アラームサイレント：このアイコンをタッࢲすると、すべてのアラームが 2 ฦ間ᾐ音されます。

この 2 ฦ間は᩺たにⓆ⏍する⏍⌦的アラームもᾐ音されます。2 ฦ⤊㐛すると、්びアラーム

音が㫾りጙめます。フォルトについては、フォルトがゆᾐされるか、්度Ⓠ⏍するまでᾐ音し

ます。᩺しいフォルトがⓆ⏍すると、්びアラーム音が㫾りጙめます。

アラームサイレント୯：アラームが一時的にᾐ音されていることを示します。2 ฦ間࢜ウント

。の文Ꮚが表示されますࠕアラーム一時ೳḾࠔウンするタイ࣏ーとࢱ

モニタリング一時ೳḾゆ㝎：㹐アラームサイレント㹒アイコンを 3 ⛂間タッࢲし続ࡄると、モ

ニタリングを一時ೳḾするか確認するポップアップが表示されます。この機⬗は、モニタリン

グを一時ೳḾしたいときに使用します。確認ᚃ、ナビゲーションࣁーにある㹐アラームサイレ

ント㹒アイコンが㹐モニタリング一時ೳḾゆ㝎㹒アイコンにวり᭨ࢂり、ࠔモニタリングの୯᩷ࠕ

と表示されます。モニタリングを්開するには、㹐モニタリング一時ೳḾゆ㝎㹒アイコンをタッ

。しますࢲ

���� モ࣭ࣖࣄࢡࣤࣛࢰࢼ

モニタリングビューには、ࠔグラフトレンドࠔ、ࠕ表トレンドࠔ、ࠕグラフ㸤表ฦ๪画面ࠔ、ࠕフィ

ジオビューࠔ、ࠕコックピットࠔ、ࠕフィジオツリーࠕの 6 ⛸㢦があります。これらの画面には、

1 度に᭩ኬ 4 つのパラメータを表示することができます。

モニタリングビューを選択するには、

1  㹐モニタリングビュー選択㹒アイコン をタッࢲします。㹐モニタリングビュー選

択㹒メニューには、モニタリングビューの外ずに応じたアイコンが表示されていま

す。
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図 モニタリングビュー選択ウィンドウのౚࠈ5-3

2  ୷でᅑまれた␊号 1、2、3、4 は、モニタリングビューに表示されるパラメータの

数を表しています。␊号をタッࢲし、パラメータの数を選択します。

3  表示したいモニタリングビューを選択・タッࢲすると、選択したモニタリング

ビューでパラメータが表示されます。

������ ࣇ࣭ࣞࢡࢰ࣭࣒ࣚࣂ

パラメータグࣞーブは、࡮とࢆどのモニタリングビューで右ഁに表示されます。コックピット

モニタリングビューはさらにኬきなフォー࣏ットパラメータグࣞーブで構成され、௧ୖに示す

よ࠹なභ㏳の機⬗があります。

�������� ን᭞ࡡࢰ࣭࣒ࣚࣂ

1  表示パラメータをን᭞するには、パラメータグࣞーブの外ഁ（表示パラメータの外

ᯗ）をタッࢲします。

2  ポップアップウィンドウに、選択されたパラメータがࣀイライト表示され、ウィン

ドウ上の௙のパラメータには、Ⰵ付きの外ᯗが表示されます。選択ྊ⬗なパラメー

タは、画面上にࣀイライトなしで表示されます。図 5-4 に、スワンガンツモジュー

ルで連続パラメータおよびモニタリングを選択している際に表示されるポップアッ

プウィンドウを示します。

図 キーパラメータ選択ポップアップウィンドウのౚ ࠈ5-4

3  選択ྊ⬗なパラメータを 1 つタッࢲして、᩺しいパラメータを選択します。
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�������� ア࣭࣑ࣚ㸤ࡡࢹࢴࢣ࣭ࢰን᭞

㹐アラーム㸤ターゲット㹒ポップアップ画面では、選択したパラメータのアラームおよびター

ゲット値の確認・設定、またはアラーム音およびターゲット設定の᭯ຝ໩㸤↋ຝ໩を⾔࠹こと

ができます。さらに、ターゲット設定値は数Ꮚのキーパッド、もしくは᚜ㄢᩒがᚪ要な場合は

スクࣞール࣍タンを使ってㄢᩒすることができます。このポップアップ画面には、モニタリン

グしているパラメータグࣞーブの内ഁをタッࢲするか、パラメータ設定画面からアクセスしま

す。リ⣵については、7.1ࠔアラーム㸤ターゲットࠕを参照してください。

注記 ポップアップ画面は 2 ฦ間↋操作≟ឺが続くと、ඔの画面にᡘります。

�������� スࢰ࣭ࢷスࢰ࣭ࢢࢩࣤ࢕

各パラメータグࣞーブの上部にあるターゲットステータスインジケータ（ランタン）は、患者

の⌟ᅹの≟ឺを示します。患者の≟ឺがን໩すると、Ⰵもን໩します。パラメータグࣞーブに

は、さらに௧ୖの情報が表示される場合があります。

図 パラメータグࣞーブࠈ5-5

連続㸚ን໩インジ
ケータ 

ターゲットステータス
インジケータ

パラメータ値

༟న

パラメータྞ

アラーム音インジケータ

フォルト：フォルトがⓆ⏍すると、フォルト≟ឺがゆᾐされるまで、ステータスࣁーにフォル

トメッセージが表示されます。々数のフォルト、警告またはアラームがある場合、メッセージ

は 2 。りますࢂとにวりᥦࡇ⛂

フォルトがⓆ⏍すると、パラメータの計算がೳḾし、ᙫ㡢を受ࡄた各パラメータグࣞーブには、

パラメータが᭩ᚃに測定された時点の値、時刻、日付が表示されます。

連続的㸚ን໩インジケータ：このインジケータは、ን໩⋙（%）とን໩の時間間㝰を示します。

設定オプションについては、6.2.4ࠔ時間の間㝰㸤ᖲᆍࠕを参照してください。

ターゲットステータスインジケータ：各パラメータグࣞーブの上部に表示される࢜ラーインジ

ケータは、患者の≟ឺを示します。インジケータのⰅとそれが示す≟ឺについては、表 ターࠔ7-1

ゲットステータスインジケータのⰅࠕを参照してください。
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������ ࢺࣤࣝࢹフࣚࢡ

グラフトレンド画面は、モニタリングパラメータの⌟ᅹのステータスおよびᒓṌを表示します。

表示するᒓṌの量は、時間スケールをㄢᩒすることによってን᭞できます。

パラメータのターゲット⠂ᅑが᭯ຝになっている場合、グラフの⥲のⰅでプࣞットラインがฦ

㢦されます。⥫Ⰵはターゲット⠂ᅑ内、㯜Ⰵはターゲット⠂ᅑ外であるが、設定されたアラー

ム⠂ᅑ内であること、㉝Ⰵはアラーム⠂ᅑ外を示します。ᑠ、パラメータのターゲット⠂ᅑが

↋ຝになっている場合、グラフの⥲はⓉⰅになります。パラメータのターゲット⠂ᅑが᭯ຝに

なっている場合、グラフトレンド画面では、これらのⰅはパラメータグࣞーブのターゲットス

テータスインジケータ（ランタン）のⰅと一⮬します。各パラメータのアラームโ㝀値は、グ

ラフの Y ㍀上に࢜ラー▦༰で表示されます。

図 グラフトレンド画面ࠈ5-6

表示されているパラメータの時間スケールをን᭞するには、X ㍀または Y ㍀にἚったグラフ

㡷ᇡの外ഁをタッࢲし、スケールのポップアップメニューを表示します。㹐グラフ時間༟న㹒

࣍タンの値ථງ部にタッࢲすると、様々な時間間㝰を選択することができます。

�������� ࢺモ࣭࣭ࣜࣞࢠスࡡࢺࣤࣝࢹフࣚࢡ�

㐛ཡへスクࣞールすることで、᭩ኬ 72 時間ฦのデータをずることができます。スクࣞー

ル୯はパラメータのデータ上に日付が表示されます。2 つの日付が表示されることもあ

ります。スクࣞールを開ጙするには、㹐スクࣞールモード㹒࣍タンをタッࢲします。㹐ス

クࣞールモード㹒࣍ タンを㛏ᢪしすると、スクࣞールの㏷度が上がります。㹐スクࣞール㹒

࣍タンをタッࢲしてから 2 ฦᚃ、または㹐ᡘる㹒࣍タンをタッࢲすると、画面はඔの表

示形式にᡘります。スクࣞール㏷度は㹐スクࣞール㹒࣍タンのୖに表示されます。

表 グラフトレンドのスクࣞール༟నࠈ5-1

スクࣞールの設定 説明

>>> ⌟ᅹの時間スケールの 2 ಶでスクࣞール

>> ⌟ᅹの時間スケールでスクࣞール（グラフᖕ 1
つฦ）

> ⌟ᅹの時間スケールの༖ฦでスクࣞール（グラ
フᖕの༖ฦ）

スクࣞールモードでは⌟ᅹ表示されている時間スケールよりཿいデータまでスクࣞールするこ
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とができます。

注記  ᭩᩺データより඙のデータ、または᭩もཿいデータより前のデータにはタッࢲでき

まࢆࡎ。グラフはデータがあるとこࢀまでしかスクࣞールしまࢆࡎ。

�������� ࢹࣤ࣊࢕ࣤࣘࢨ࣭ࣤ࣊ࢰࣤ࢕

㹐グラフトレンド㹒画面で㹐インターベンション㹒アイコン を選択すると、インターベンショ

ンタイプとリ⣵のメニュー、およびࢿートセクションが表示されます。

図 グラフトレンド㸢インターベンションウィンドウ ࠈ5-7

᩺ぜのインターベンションをථງするには：

1  ᕞഁの㹐᩺ぜインターベンション㹒メニューから㹐インターベンション㹒タイプを

選択します。

2  右ഁのメニュータブから㹐リ⣵㹒を選択します。デフォルトでは㹐ᣞ定なし㹒になっ

ています。

3  㹐キー࣍ード㹒アイコン を選択してࢿートをථງします（オプション）。

4  㹐Ử定㹒アイコン をタッࢲします。

前回使用したインターベンションをථງするには：

1  㹐᭩᩺㹒一覧タブから㹐インターベンション㹒を選択します。

๎、ートを㏛ຊ、⥽集ࢿ  2 㝎するには、㹐キー࣍ード㹒アイコン をタッࢲします。

3  㹐Ử定㹒アイコン をタッࢲします。
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表 インターベンションイベントࠈ5-2

インターベンション インジケータ ⛸㢦

インターベンション
（⥫）

ᙁ心๠
⾉⟮拡張ⷾ
⾉⟮཭⦨ⷾ

PEEP

మన
（⣰）

ୖ⫝ᣪ上
トレンデレンブルグ

㍲ᾦ
（㟯）

㉝⾉⌣
⭲㈹ᾦ
ᬏ㈹ᾦ

࢜スタム
（グレー）

࢜スタムイベント

インターベンションのタイプを選択すると、インターベンションを示す࣏ー࢜ーがすべてのグ

ラフにちつ的に表示されます。これらの࣏ー࢜ーを選択すると、リしい情報を▩ることができ

ます。࣏ー࢜ーをタッࢲすると、情報ࣁルーンが表示されます。図 グラフトレンド画面ࠔ5-8

Ѹインターベンション情報ࣁルーンࠕを参照してください。情報ࣁルーンは≁定のインターベ

ンション、日付、時刻、およびインターベンションに関連したࢿートを表示します。㹐⥽集㹒

アイコンをタッࢲすると、インターベンションの時刻、日付、ࢿートを⥽集できます。㹐終஡㹒

࣍タンをᢪすと、ࣁルーンが㛚じます。

注記 インターベンション情報ࣁルーンは 2 ฦ⤊㐛するとᾐ࠻ます。

インターベンションの⥽集：各インターベンションの時刻、日付、関連するࢿートは、᭩初の

ථງᚃに⥽集できるよ࠹になります。

1  ⥽集するインターベンションに関連したインターベンションイベントインジケータ

をタッࢲします。

2  情報ࣁルーン上の㹐⥽集㹒アイコン をタッࢲします。

3  選択したインターベンションの時刻をን᭞するには、㹐時刻のㄢᩒ㹒をタッࢲして、

キーパッドで᭞᩺ᚃの時間をථງします。

4  日付をን᭞するには、㹐日付のን᭞㹒をタッࢲして、キーパッドで᭞᩺ᚃの日付を

ථງします。

5  㹐キー࣍ード㹒アイコン をタッࢲして、ࢿートをථງまたは⥽集します。

6  㹐Ử定㹒アイコン をタッࢲします。

図 ルーンࣁグラフトレンド画面㸢インターベンション情報 ࠈ5-8
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������ ࢺࣤࣝࢹ⾪

㹐表トレンド㹒画面は、選択したパラメータとそのᒓṌを表形式で表示します。

図 表トレンド画面ࠈ5-9

1  値の間㝰をን᭞するには、表の内ഁをタッࢲします。

2  㹐表示間㝰㹒ポップアップが表示されるので、値を選択します。

図 表トレンドの表示間㝰ポップアップࠈ5-10

�������� ࢺモ࣭࣭ࣜࣞࢠスࡡࢺࣤࣝࢹ⾪

㐛ཡへスクࣞールすることで、᭩ኬ 72 時間ฦのデータをずることができます。スクࣞー

ルモードはセルの数に応じてỬまります。3 つのスクࣞール㏷度（1x、6x、40x）から

選択することができます。

画面のスクࣞール୯は、表の上に日付が表示されます。時間間㝰が 2 日間にまたがって

いる場合、୦方の日付が表示されます。

1  スクࣞールを開ጙするには、グレーの▦༰の 1 つを㛏ᢪしします。㹐スクࣞール㹒

アイコンの上にスクࣞール㏷度が表示されます。
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表 表トレンドのスクࣞール㏷度ࠈ5-3

設定 時間 ㏷度

1x 1 セル 㐔い

6x 6 セル ୯⛤度

40x 40 セル ㏷い

2  スクࣞールモードを終஡するには、スクࣞール▦༰から手を㞫すか、㹐ᡘる㹒アイ

コン をタッࢲします。

注記  スクࣞール▦༰アイコンから手を㞫して 2 ฦᚃ、または㹐ᡘる㹒アイコンをタッࢲ

すると、画面はඔの画面にᡘります。

������ フ㸤⾪ฦ๪ࣚࢡ

㹐グラフ㸤表ฦ๪㹒画面は、グラフトレンドモニタリングビューと表トレンドモニタリング

ビューを⤄み合ࡎࢂて表示します。この表示形式では、モニタリングしているパラメータの⌟

ᅹと㐛ཡのデータをグラフ形式で、モニタリングしているその௙のパラメータを表形式で、ྜྷ

時に表示できます。

2 つのパラメータを選択した場合は、1 つ┘のパラメータはグラフトレンド形式で表示され、2
つ┘のパラメータは表トレンド形式で表示されます。パラメータは、パラメータグࣞーブの外

ഁ（表示パラメータの外ᯗ）をタッࢲするとን᭞できます。2 つ௧上のパラメータを選択した

場合は、᭩初の 2 つのパラメータがグラフトレンド形式で表示され、3 つ┘と 4 つ┘（4 つ┘

を選択した場合）のパラメータが表トレンド形式で表示されます。すべてのパラメータのグラ

フトレンドビューに表示されるデータのタイムスケールは、表トレンドビューに表示されるタ

イムスケールとは連ິしていまࢆࡎ。グラフトレンドビューに関するリ⣵については、5.3.2ࠔグ

ラフトレンドࠕを参照してください。表トレンドビューに関するリ⣵については、5.3.3ࠔ表ト

レンドࠕを参照してください。
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������ フィ࣭ࣖࣄ࢛ࢩ⏤㟻

㹐フィジオビュー㹒画面は心⮒、⾉ᾦ、⾉⟮⣌の┞ப関౿をິ画で示します。連続的パラメー

タの値は、ິ画とභに表示されます。

図 フィジオビュー画面ࠈ5-11

フィジオビューの画面では、拍ິ୯の心⮒は心拍を図示するものであり、1 ฦ間の拍ິ数を正

確に表すものではありまࢆࡎ。この画面の୹な機⬗は図 5-11 に␊号ථりで図示されています。

このౚは、スワンガンツモジュールでモニタリングし、ECG、MAP、CVP 信号を取ᚋする際

の連続したフィジオビュー画面を示しています。

1  ヘモスフィア オキシメトリーケーブルが接続され、㟴⬞⾉酸素飽和度をモニタリ

ングしている間は、ScvO2/SvO2 パラメータのデータとシグナルクオリティインジ

ケータ（SQI）がこの部ฦに表示されます。

2  心拍出量（CO/CI）は⾉⟮⣌のິ画のິ⬞ഁに表示されます。⾉Ὦ㏷度を表すິ画

は、CO/CI 値とそのパラメータに選択されたターゲット⠂ᅑ（ୖ㝀㸤上㝀）をᇱ

にິ作がን໩します。

3  మ⾉⟮ᢤᢘは、CO/CI のモニタリング୯と、接続された患者モニターからの MAP
および CVP のアナࣞグ圧ථງ信号（SVR =㹐(MAP-CVP)/CO㹒*80）を使用して

いる間、⾉⟮⣌を表すິ画の୯ኳに表示されます。మᢤᢘ≟ឺは、算出された

SVR 値とそのパラメータに選択されたターゲット⠂ᅑ（ୖ㝀㸤上㝀）をᇱにን໩

します。

注記  㹐アラーム㸤ターゲット㹒設定は、㹐アラーム㸤ターゲット㹒設定画面（7.1.4ࠔアラー

ム㸤ターゲット設定画面ࠕを参照）からን᭞できます。あるいは、┘的のパラメー

タをキーパラメータとして選択し、パラメータグࣞーブの୯をタッࢲすることによ

り、このパラメータの㹐アラーム㸤ターゲット㹒ポップアップウィンドウにアクセ

スすることでもን᭞できます。

4  連続モードから、ᕞ上の㹐クࣞック㸤ἴ形㹒アイコンをタッࢲして、㹐間欠的フィ

ジオビュー㹒画面に⛛ິします。このアイコンは、間欠的ᒓṌデータがある場合に

のみ表示されます。ୖ記の 。を参照してくださいࠕフィジオビューᒓṌ画面ࠔ5.3.5.1

5  㹐iCO㹒アイコンをタッࢲして iCO 画面に㐅み、࣍ーラスᢖ୙時の心拍出量測定を

⾔います。
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�������� フィ࣭ࣖࣄ࢛ࢩᒓṌ⏤㟻

㹐フィジオビューᒓṌ㹒画面には、心⮒とᚘ⎌⣌の画ാを㔔ࡠた間欠的࣍ーラスデータと連続

データのスナップショットの୦方が表示されます。ᚘ⎌⣌には、⾉⟮の圧⦨➴、࣍ーラス設定

時の患者の≟ឺを示すいくつかのࣁリエーションがあります。

画面上部にἚったỀᖲタブから、᭩ኬ 36 のフィジオビューᒓṌを確認することができます。

������ 㟻⏤ࢹࢴࣅࢠࢴࢤ

図 5-12 に示したこのモニタリング画面では、モニタリングしているパラメータの値がኬきな

パラメータグࣞーブ（ළ）に表示されます。コックピットパラメータグࣞーブはアラーム㸤ター

ゲット⠂ᅑと値をちつ的に表示し、⌟ᅹのパラメータ値は㔢インジケータで表示されます。ᵾ

‵パラメータグࣞーブとྜྷ様に、パラメータがアラーム㡷ᇡ内にある場合には、そのグࣞーブ

内の値が点⁓します。

図 コックピット画面ࠈ5-12

コックピット画面に表示されるキーパラメータグࣞーブは、ᵾ‵パラメータグࣞーブより々㞟

なターゲットとアラームインジケータを表示します。パラメータの表示⠂ᅑは、グラフトレン

ドの᭩ᑚ値と᭩ኬ値の設定を使用したゲージスケールによって形成されます。㔢はළ形のゲー

ジスケールで⌟ᅹ値を示します。ターゲット⠂ᅑが᭯ຝになっている場合、ターゲットとアラー

ム㡷ᇡを示すළの外࿔は、㉝（アラームࢯーン）、㯜（注意ターゲットࢯーン）、⥫（スᐖター

ゲットࢯーン）で表示されます。ターゲット⠂ᅑが᭯ຝになっていない場合、ළの外࿔はすべ

てグレーとなり、ターゲットとアラームインジケータは表示されまࢆࡎ。スケールの㝀⏲を㉰

。た時点で、▦༰がን໩して示します࠻

������ フィ࣭ࣛࢵ࢛ࢩ

フィジオツリー画面では、酸素㐘ᦑ量（DO2）と酸素ᾐ㈕量（VO2）のࣁランスが表示されます。

パラメータ値がን໩すると⮤ິ的に᭞᩺されるため、ᖏに᭩᩺の値が表示されます。パラメー

タを⤎ࢆでいる⥲は、それࡑれのパラメータྜྷኃの関౿性をࣀイライトします。
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�������� ㏻⤾モ࣭࡛ࢺᒓṌモ࣭ࢺ

フィジオツリー画面には、連続モードとᒓṌモードの 2 つがあります。連続モードでは、間欠

的値と算出パラメータ値はᖏにථ手不⬗と表示されます。

 図 フィジオツリー画面ࠈ5-13

1  パラメータの上ୖの⦢⥲は、そのパラメータのターゲットステータスインジケータ

（ランタン）とྜྷじⰅで表示されます。

2  2 つのパラメータを├接⤎ࡩ⦢⥲は、ୖのパラメータのターゲットステータスイン

ジケータ（ランタン）とྜྷじⰅで表示されます（SVR と MAP の間など）。

3  ᶋ⥲はその上の⥲とྜྷじⰅです。

4  ᕞ上のアイコンは、࣍ ーラスセットが実⾔されると表示されます。㹐クࣞック㸤ἴ形㹒

アイコンをタッࢲすると、ᒓṌデータが表示されます（図 5-13 参照）。

5  㹐iCO㹒アイコンをタッࢲすると、Swan-Ganz iCO 画面が開きます。

注記  ⇍ᕵ㔐設定を実⾔する前および数値をථງするまでは（௧ୖの パラメータࠔ5.3.7.2

࣍ックスࠕを参照）、㹐クࣞック㸤ἴ形㹒アイコンと㹐iCO㹒アイコンは表示されま

。取ᚋྊ⬗な連続パラメータのみが表示されます。ࢆࡎ

図 フィジオツリーᒓṌ画面ࠈ5-14
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注記  㹐フィジオツリーᒓṌ㹒画面には、その時点においてシステムでᚋられる࡮とࢆどの

パラメータが表示されます。この画面ではパラメータ間は⥲で⤎ࡣれ、それࡑれの

パラメータの関連性をࣀイライトします。㹐フィジオツリーᒓṌ㹒画面では、画面右

ഁに設定した（1 㹳 4）キーパラメータが表示されます。画面の上部のỀᖲタブによ

り、㐛ཡのデータ記録を確認することができます。記録時間は、⇍ᕵ㔐࣍ーラスセッ

トと算出パラメータ計算に対応します。

  フィジオツリーᒓṌ画面では、├㎾の記録上においてのみ、パラメータをථງして

算出パラメータ DO2 と VO2 を計算することができます。ථງする値は記録時点の

もので、⌟時点のものではありまࢆࡎ。

  㹐フィジオツリーᒓṌ㹒画面ヘは、㹐連続フィジオツリー㹒画面にある㹐クࣞック㸤

ἴ形㹒アイコンからアクセスします。連続フィジオツリー画面にᡘるには、㹐ᡘる㹒

アイコン をタッࢲします。この画面については、2 ฦ間で⮤ິ的にඔの画面に

ᡘることはありまࢆࡎ。

  DO2 および VO2 を計算するには、ິ ⬞⾉酸素ฦ圧（PaO2）と㟴⬞⾉酸素ฦ圧（PvO2）

がᚪ要です。㹐フィジオツリーᒓṌ㹒画面では、PaO2 と PvO2 の値に（0）ࣞࢭを使

います。PaO2 と PvO2 の値に（0）ࣞࢭ௧外の値を使って DO2 および VO2 を計算す

るには、算出パラメータ計算（5.4.1 㡧参照）を使います。

�������� スࢠࢴ࣍ࢰ࣭࣒ࣚࣂ

それࡑれのパラメータ࣍ックスは、௧ୖの情報を表示します。

・ パラメータྞ

・ パラメータの༟న

・ パラメータの値（ථ手ྊ⬗な場合）

・ ターゲットステータスインジケータ（値がථ手ྊ⬗な場合）

パラメータがフォルト≟ឺの場合、値はブランクになり、その時点でථ手不⬗であることを示

します。

図 フィジオツリーのパラメータ࣍ックスࠈ5-15

パラメータྞ

ターゲットステータス
インジケータ ༟న パラメータ値

フォルトまたは値がථ手不⬗

�������� ථງࡡೋࢰ࣭࣒ࣚࣂシᏽ࡛ࡡࢹࢴࢣ࣭ࢰ�

ターゲット設定をን᭞または数値をථງするには、パラメータをタッࢲして㹐ターゲット㸤ථ

ງ㹒ポップアップを表示します。フィジオツリーの㹐ターゲット㸤ථງ㹒ポップアップは、௧

ୖのフィジオツリーのᑚさなパラメータ࣍ックスをタッࢲした場合に表示されます。

・ HGB
・ SpO2

・  SvO2/ScvO2（ヘモスフィアオキシメトリーケーブル測定がฺ用できない場合）

・ CVP（アナࣞグ圧ງ信号がථງされていない場合）

・ MAP（アナࣞグ圧ງ信号がථງされていない場合）

・ HRavg（ECG 信号がථງされていない場合）
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図 フィジオツリーのターゲット㸤ථງポップアップ ࠈ5-16

値を確定すると、᩺しいタイムスタンプでフィジオツリーᒓṌ記録が作成されます。これには

௧ୖの内ᐖがྱまれます。

・ ⌟ᅹの連続パラメータデータ

・ ථງした値および計算値

㹐フィジオツリーᒓṌ㹒画面は᩺しくථງされた記録を使用して表示されます。そのᚃ、ṟり

の手ථງ値をථງすると、算出パラメータが計算できます。

���� アࣤࣘࢨࢠ

アクションメニューの࡮とࢆどのオプションは、⌟ᅹのモニタリングモード（スワンガンツモ

ジュールでモニター୯など）に関連します。モニタリングモード全మでฺ用できるアクション

は௧ୖのとおりです。

������ ⟤ฝࢰ࣭࣒ࣚࣂ゛⟤

算出パラメータ計算では、≁定の⾉⾔ິឺパラメータを計算でき、これらのパラメータを一ᣋ

計算のために表示できます。

パラメータとして、DO2、VO2、SVR、LVSWI、RVSWI を算出できます。

1  㹐アクション㹒アイコン Ѝ㹐算出パラメータ計算㹒アイコン の順にタッࢲ

します。

2  ᚪ要な値をථງすると、⮤ິ的に計算され、表示されます。

3  㹐Home㹒アイコン をタッࢲしてモニタリング画面にᡘります。

������ ࣭ࣖࣄࣝࢹࣤ࣊࢕

モニタリング୯に㉫きたパラメータ関連のイベントおよびシステムイベントをレビューするに

は、イベントレビューを使用します。᭩ኬ 72 時間ฦのイベントが、᭩᩺のイベントが一␊上

にᮮるよ࠹に記録されます。

1  㹐アクション㹒アイコン Ѝ㹐イベントレビュー㹒アイコン の順にタッࢲし

ます。

2  上ୖにスクࣞールするには、▦༰キーをタッࢲします。
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3  㹐Home㹒アイコン をタッࢲしてモニタリング画面にᡘります。

イベントレビュー記録には、௧ୖのイベントがྱまれます。

表 レビューできるイベントࠈ5-4

イベント 記録時

CO モニタリングの開ጙ CO モニタリングが開ጙされた時。

CO モニタリングのೳḾ
ユーザーまたはシステムが CO モニタリング
をೳḾした時。

CCO ケーブルテストに合᰹ CCO ケーブルテストを⾔って合᰹した時。

⾉ᾦྺ引
㹐ྺ引㹒オプションが㹐మ内キャリブレーショ
ン㹒画面で選択された時。

HGB アップデート
オキシメトリーケーブルのアップデートが、
HGB のアップデートプࣞセスᚃにᏰ஡した
時。

iCO ࣍ーラスを実᪃ iCO ࣍ーラスが実᪃された時。

మ外キャリブレーション
オキシメトリーケーブルのアップデートがమ
外キャリブレーションのプࣞセス終஡ᚃにᏰ
஡した時。

మ内キャリブレーション
オキシメトリーケーブルのアップデートがమ
内キャリブレーションのプࣞセス終஡ᚃにᏰ
஡した時。

කが⠂ᅑ外
オキシメトリーのකの⠂ᅑにフォルトがⓆ⏍
した時。

モニタリングの୯᩷
アラーム音とパラメータモニタリングを防Ḿ
するためモニタリングが一時ೳḾされた時。

モニタリング්開
㏳ᖏのモニタリングが්開された時。アラー
ム音とパラメータモニタリングは᭯ຝです。

オキシメトリー接続なし
オキシメトリーケーブルの取り外しが検出さ
れた時。

オキシメトリーデータの්読み㎰み
読み㎰まれたオキシメトリーキャリブレー
ションデータをユーザーがスྊした時。

システム්㉫ິリ࢜ࣁリー
㏳電ᚃ、システムがプࣞンプトなしにモニタ
リングを්開した時。

時間ን᭞ システムクࣞックが᭞᩺された時。
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���� ࣭ࣁࣤࣘࢨフ࢚࣒࣭ࣤ࢕

インフォメーションࣁーはすべてのアクティブなモニタリングビューと、࡮とࢆどのアクショ

ン画面に表示されます。インフォメーションࣁーには、⌟ᅹの時刻、日付、モニタリングモー

ド、ࣁッテリー≟ឺ、画面ࣞックアイコンが表示されます。スワンガンツモジュールによるモ

ニタリング୯は、CO ࢜ウントࢱウン、⾉ᾦῺ度、心拍数も表示される場合があります。モニター

が HIS または Wi-Fi に接続している場合には、そのステータスが表示されます。Wi-Fi ステー

タスの記号については表 8-1 を、HIS 接続ステータスの記号については表 8-2 を参照してくだ

さい。図 5-17 に、スワンガンツモジュール（ECG ථງあり）でモニタリング୯のインフォメー

ションࣁーのౚを示します。

図 ー㸢スワンガンツモジュールࣁインフォメーション ࠈ5-17

Wi-Fi
ステータス

HIS
ステータス

日付時刻 ッテリーࣁ モニタリング
モード

⾉ᾦ
Ὼ度

ᖲᆍ
心拍数

画面
ࣞック

注記  図 5-17 は、⡷ᅗᵾ‵デフォルトのインフォメーションࣁーのౚです。すべての言語

のデフォルトについては、表 D-6ࠔ言語デフォルト設定ࠕを参照してください。

������ ࣭ࣛࢷࢴࣁ

。ヘモスフィアはೳ電時にもモニタリングを⤽続できます、ࡣッテリーパックを装╌していれࣁ

ー上に表ࣁッテリーṟ量は、インフォメーションࣁ 5-5 に示すアイコンで表示されます。ࣁッ

テリーの取付ࡄ方法のリ⣵については、3.3.2ࣁࠔッテリーの装╌ࠕを参照してください。モニ

ターに表示されるࣁッテリーのඖ電ステータスが正しいことを確認するために、ࣁッテリーの

コンディショニングを⾔って定期的にࣁッテリー≟ឺを確認することを᥆ዜします。ࣁッテ

リーのメンテナンスとコンディショニングのリ⣵については、F.7.1ࣁࠔッテリーのメンテナ

ンスࠕを参照してください。

表 ឺ≟ッテリーࣁࠈ5-5

ッテリーࣁ
アイコン

意࿝

ඖ電ṟ量は 50% ௧上です。

ඖ電ṟ量は 50% ᮅ。すで‮

ඖ電ṟ量は 20% ᮅ。すで‮

ඖ電୯で、電″に接続されてい
ます。

ඖ電はᏰ஡し、電″に接続され
ています。

ࡎッテリーが装╌されていまࣁ
。ࢆ

警告  ೳ電時のモニタリング୯᩷を㑂ࡄるため、ヘモスフィアはᖏにࣁッテリーを装╌し

た≟ឺで使用してください。ೳ電時やࣁッテリーのᾐ⪎時には、モニターは⮤ິ的

にシャットオフされます。
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������ ⏤㟻ࣞࢠࢴ

モニターをΰᤪまたは⛛ິするときなど、画面をࣞックしたい場合に使用します。ΰᤪの説明

については、F.2ࠔモニターとモジュールのΰᤪࠕを参照してください。内部タイ࣏ーによっ

てࣞックゆ㝎の࢜ウントࢱウンがጙまると、画面のࣞックゆ㝎は⮤ິ的に⾔ࢂれます。

1  㹐画面ࣞック㹒アイコンをタッࢲします。

2  㹐画面ࣞック㹒ポップアップから、画面をࣞックしたい時間をタッࢲします。

図 画面ࣞックࠈ5-18

3  インフォメーションࣁーとステータスࣁーの右ഁにኬきなࣞックアイコンが表示さ

れます。

4  画面ࣞックをゆ㝎するには、㹐画面ࣞック㹒アイコン を㛏ᢪしします。

���� スࢰ࣭ࢷス࣭ࣁ

ステータスࣁーは、すべてのモニタリングビューのୖ部に表示されます。ここにはフォルト、

アラーム、警告、一部の注意と㏳▩が表示されます。々数のフォルト、警告またはアラームが

ある場合、メッセージは 2 。りますࢂとにวりᥦࡇ⛂

図 ーࣁステータスࠈ5-19

���� �モࣤࣘࢨ࣭ࢣࣄࢻࡡ࣭ࣖࣄࢡࣤࣛࢰࢼ

モニタリングビューには、いくつかのᵾ‵的な操作手順があります。

������ ⦢ス࣭ࣜࣞࢠ

画面によっては、画面上に一度に表示しきれない情報をᣚつものがあります。レビューリスト

に⦢ྡྷきの▦༰が表示された場合には、上▦༰㸤ୖ▦༰をタッࢲするとḗの㡧┘を表示できま

す。
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リストから選択する場合は、⦢スクࣞール▦༰をタッࢲすると 1 回に 1 㡧┘ࡍつ上ୖに⛛ິし

ます。

������ ࣤࢤ࢕アࣤࣘࢨ࣭ࢣࣄࢻ

一部のアイコンはᖏにྜྷじ機⬗を実⾔します。

Home：㹐Home㹒アイコンをタッࢲすると、├前にずていたモニタリングビューにᡘり、

画面上のデータへのን᭞がಕᏋされます。

ᡘる：㹐ᡘる㹒アイコンをタッࢲすると、1 つ前のメニュー画面にᡘり、画面上のデー

タへのን᭞がಕᏋされます。

取ᾐ：㹐取ᾐ㹒アイコンをタッࢲすると、すべてのථງが取りᾐされます。

患者データ画面など一部の画面には㹐取ᾐ㹒アイコンはありまࢆࡎ。患者データがථງ

されると、ただࡔにシステムによってಕᏋされます。

リスト࣍タン：一部の画面には、2 つの部ฦにฦかれている࣍タンがあります。

この場合、࣍タンのどこかをタッࢲすると、選択ྊ⬗な㡧┘のリストが表示されます。࣍タン

の右ഁには⌟ᅹの選択㡧┘が表示されます。

ࢲなᄿぽい࣍タンがあります。この࣍タンをタッ࠹リュー࣍タン：一部の画面には௧ୖのよࣁ

すると、キーパッドが表示されます。

トグル࣍タン：オン㸤オフのよ࠹に 2 つの選択⫝から 1 つを選ࡩよ࠹な場合、㹐トグル㹒࣍タ

ンが表示されます。

࣍タンのཬ対ഁをタッࢲすると、選択⫝がวり᭨ࢂります。
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キーパッド：キーパッドのキーをタッࢲして、数Ꮚデータをථງします。

ックス࣋ースࣁ

取ᾐ

Ử定

ᑚ数点キー

キー࣍ード：キー࣍ードのキーをタッࢲして、ⱝ数Ꮚデータをථງします。

ᕞ࢜ーソル

Ử定
取ᾐ

 ックス࣋ース右࢜ーソルࣁ
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6
ユーザーインターフェースの
設定

65

���� ᝀ⩽ࢰ࣭ࢸ

システムの電″をථれたᚃ、ユーザーは、᭩ᚃの患者のモニタリングを続ࡄるか、᩺しい患者

のモニタリングを開ጙするか、いࡍれかを選択できます。௧ୖの図 6-1 を参照してください。

注記  ᭩ᚃにモニタリングした患者データが 12 時間௧上前のものである場合、᩺ぜ患者の

モニタリングを開ጙする選択⫝のみ表示されます。

図 ぜまたは⤽続選択画面᩺ࠈ6-1

������ ᩺ぜᝀ⩽

᩺ぜ患者モニタリングを開ጙすると、前の患者データはすべてᾐཡされます。アラーム⠂ᅑと

連続パラメータは、それࡑれの初期値に設定されます。

警告  ᩺ ぜ患者セッションを開ጙしたら、デフォルトの⏍⌦的アラーム⠂ᅑ（上㝀㸤ୖ㝀）

をᚪࡍ確認して、ᡜ定の患者に適วな⠂ᅑになるよ࠹にしてください。

᩺ぜ患者のデータථງは、システムの初回スタートアップ時だࡄでなく、システム作ິ୯にも

実᪃することができます。

警告  ᩺ ぜ患者をヘモスフィアに接続する際にはᚪࡍ、㹐᩺ぜ患者㹒を実⾔するか、患者デー

タプࣞフィールをᾐཡしてください。これを⾔ࢂないと、ᒓṌ表示に前患者のデー

タが表示されることがあります。
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1 モニターの電″をථれたᚃ、᩺ぜまたは⤽続選択画面が表示されます（図 6-1）。
 㹐᩺ぜ患者㹒をタッࢲして、ステップ 6 に㐅みます。

 または

  モニターの電″が᪜にථっている場合、㹐設定㹒アイコン をタッࢲしてステッ

プ 2 に㐅みます。

2 㹐患者データ㹒࣍タンをタッࢲします。

3 㹐᩺ぜ患者㹒࣍タンをタッࢲします。

4 確認画面で㹐はい㹒࣍タンをタッࢲして、᩺ぜ患者を開ጙします。

5 㹐᩺ぜ患者データ㹒画面が表示されます。図 6-2 を参照してください。

図 ぜ患者データ画面᩺ࠈ6-2

6  患者情報をථງし、キーパッドの㹐Ử定㹒キー をタッࢲしてデータをಕᏋし、

患者データ画面にᡘります。

7 㹐患者 ID㹒࣍タンをタッࢲし、キー࣍ードを使って患者の㝌内 ID をථງします。

8  㹐㌗㛏㹒࣍タンをタッࢲし、キーパッドを使って患者の㌗㛏をථງします。表示言

語におࡄる༟నの初期設定は、キーパッドの右上に表示されます。測定༟నをን᭞

するには、㹐༟న㹒をタッࢲします。

9 㹐ᖳ㱃㹒をタッࢲし、キーパッドを使って患者のᖳ㱃をථງします。

10  㹐మ㔔㹒をタッࢲし、キーパッドを使って患者のమ㔔をථງします。表示言語にお

る༟నの初期設定は、キーパッドの右上に表示されます。測定༟నをን᭞するにࡄ

は、㹐༟న㹒をタッࢲします。

11 㹐性ื㹒をタッࢲし、⏠性またはዥ性を選択します。

12 ㌗㛏とమ㔔から BSA（DuBois 式）が計算されます。

13  㹐Home㹒アイコン をタッࢲします。適วな⾉⾔ິឺモニタリングテクࣞࢿジー

によるモニタリングの開ጙについての説明を参照してください。

注記 患者データがすべてථງされるまで、㹐Home㹒アイコンは↋ຝです。

������ ᝀ⩽モࡡࢡࣤࣛࢰࢼ⤽⤾

᭩ᚃの患者のデータが 12 時間௧内の場合、システムの電″をථれると、患者のᇱ本データと

患者 ID が表示されます。その患者のモニタリングを⤽続すると、患者データが読み㎰まれ、

トレンドデータがᚗᖉします。᭩ᚃに㛸覧していたモニタリング画面が表示されます。㹐ྜྷじ

患者で⤽続㹒をタッࢲします。
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������ ᝀ⩽ࡡࢰ࣭ࢸ㛸ぬ

1 㹐設定㹒アイコン をタッࢲします。

2  㹐患者データ㹒࣍タンをタッࢲして患者データを表示します。画面には㹐᩺ぜ患者㹒

࣍タンも表示されます。

3 㹐ᡘる㹒アイコン をタッࢲすると、設定画面にᡘります。

���� モ࣭ࢰࢼシᏽ

㹐モニター設定㹒画面では、モニターに関連するいくつかの設定をን᭞することができます。

図 モニター設定ࠈ6-3

注記 操作しない≟ឺが 2 ฦ間続くと、モニタリングビューにᡘります。

������ モࡡ࣭ࢰࢼᇱᮇシᏽ

ᇱ本設定はすべての画面にཬ᫆されるものです。表示言語、使用する༟న、アラーム音量、ス

ナップショット音があります。

ヘモスフィアは、々数の言語に対応しています。ヘモスフィアを初めて㉫ິすると、言語選択

画面が表示されます。図 を参照してください。2ࠕ言語選択画面ࠔ3-7 回┘௧㜾の㉫ິ時に言

語選択画面は表示されまࢆࡎが、表示言語のን᭞はいつでも⾔࠹ことができます。

言語を選択すると、デフォルトの時刻と日付の表示形式がỬ定します。選択した言語とは関౿

なく、それࡑれን᭞することもྊ⬗です。

注記  ヘモスフィアが電″を႕኶しᚗ᪟した場合、アラーム設定、アラーム音量、ターゲッ

ト設定、モニタリングビュー、パラメータ設定、言語、༟నの設定などのシステム

設定は、⮤ິ的に電″႕኶前の設定にᚗඔされます。

ን᭞ࡡゕㄊࠈ�������

1 㹐設定㹒アイコン をタッࢲします。

2 㹐モニター設定㹒࣍タンをタッࢲします。

3 㹐ᇱ本設定㹒࣍タンをタッࢲします。
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図 モニターᇱ本設定ࠈ6-4

4 㹐言語㹒࣍タンの値ථງ部ฦをタッࢲし、画面で使用する表示言語を選択します。

5 㹐Home㹒アイコン をタッࢲしてモニタリング画面にᡘります。

注記 全言語のデフォルト設定については付録Dを参照してください。

������ ᪝௛࡛᫤็⾪♟ᙟᘟࡡን᭞

English（US）の日付の初期設定は MM/DD/YYYY、時刻の初期設定は 12 時間表示です。

ᅗ際言語を選択した場合、日付の初期設定は付録D：ࠔモニターの設定と初期値ࠕに記載の形

式で、時刻の初期設定は 24 時間表示になります。

1 㹐設定㹒アイコン をタッࢲします。

2 㹐モニター設定㹒࣍タンをタッࢲします。

3 㹐日付㸤時刻㹒࣍タンをタッࢲします。

図 日付㸤時刻設定ࠈ6-5

4 㹐日付の表示形式㹒࣍ タンの値ථງ部ฦをタッࢲして、使用する形式をタッࢲします。
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5 㹐時刻の表示形式㹒࣍ タンの値ථງ部ฦをタッࢲして、使用する形式をタッࢲします。

6 㹐Home㹒アイコン をタッࢲして、モニタリングビューにᡘります。

�������� ᪝௛ࡢࡒࡱ᫤็ࡡㄢᩒ

システムの時刻は、ᚪ要に応じてリセットできます。日付または時刻をን᭞すると、トレンド

データが᭞᩺されます。ಕᣚされているデータは、時刻のን᭞をཬ᫆するよ࠹に᭞᩺されます。

注記  ヘモスフィアの時計は、サ࣏ータイム（DST）に⮤ິㄢᩒされまࢆࡎ。サ࣏ータイ

ムのㄢᩒは、௧ୖの手順で⾔࠹ᚪ要があります。

1 㹐設定㹒アイコン をタッࢲします。

2 㹐モニター設定㹒࣍タンをタッࢲします。

3 㹐日付㸤時刻㹒をタッࢲします。

4  日付をን᭞するには、㹐日付のን᭞㹒࣍タンの値部ฦをタッࢲして、キーパッドで

日付をථງします。

5  時刻をን᭞するには、㹐時刻のㄢᩒ㹒࣍タンの値部ฦをタッࢲして、キーパッドで

時刻をථງします。

6 㹐Home㹒アイコン をタッࢲして、モニタリングビューにᡘります。

������ モࢡࣤࣛࢰࢼ⏤㟻ࡡシᏽ

㹐モニタリング画面㹒の設定画面では、フィジオビューとフィジオツリーのオプションを設定

できます。

1 㹐設定㹒アイコン をタッࢲします。

2 㹐モニター設定㹒࣍タンをタッࢲします。

3 㹐モニタリング画面㹒࣍タンをタッࢲします。

4  㹐フィジオビュー㹒および㹐フィジオツリー㹒画面で、パラメータのトグル࣍タン

の౿数または౿数なしを選択します。

������ ᫤㛣ࡡ㛣㝰㸤ᖲᆍ

㹐時間の間㝰㸤ᖲᆍ㹒画面では、連続㸚ን໩の時間間㝰を選択できます。

注記 操作しない≟ឺが 2 ฦ間続くと、モニタリングビューにᡘります。

1 㹐設定㹒アイコン をタッࢲします。

2 㹐パラメータ設定㹒࣍タンをタッࢲします。

3 㹐時間の間㝰㸤ᖲᆍ㹒࣍タンをタッࢲします。

4  㹐連続的㸚ን໩間㝰㹒࣍タンの値ථງ部ฦをタッࢲし、௧ୖの時間間㝰のオプショ

ンから 1 つを選択します。

15ࠈ・ なしࠈ・  ฦ

5ࠈ・  ฦ ・20ࠈ ฦ

10ࠈ・  ฦ ・30ࠈ ฦ
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5 㹐Home㹒アイコン をタッࢲして、モニタリングビューにᡘります。

������ アࢡࣞࢻᅸງಘྒථງ

CO モニタリングの実᪃୯、ヘモスフィアは、接続した患者モニターからᚋられるアナࣞグ圧

ງ信号ථງをฺ用して SVR の計算もできます。

注記  外部ථງデࣁイスに接続すると、㏛ຊ情報を表示できます。たとࡣ࠻、MAP と

CVP はベッドサイドモニターから連続的に取ᚋྊ⬗で、パラメータグࣞーブに㒼⨠

すると SVR を表示できます。MAP と CVP はフィジオツリー画面とフォジオビュー

画面に表示されます。

警告  ヘモスフィアのアナࣞグ㏳信ポートは、࢜テーテルのトランスデューサから⤧⦍さ

れたභ㏳のアースを使用しています。々数のデࣁイスをヘモスフィアと接続する場

合、すべてのデࣁイスに対し⤧⦍された電″をᥞ౩し、すべての接続デࣁイスを電

気的に⤧⦍するᚪ要があります。

  システムの᭩終設定におࡄる安全性および⁻れ電Ὦは、医用電気システムに関する

IEC 60601-1:2005/A1:2012 に‵ᣈしているᚪ要があり、またその‵ᣈはユーザーの

⩇ຸです。

  モニターに接続する付属装⨠は、情報ᢇ⾙機器に関する IEC/EN 60950 または医用

電気機器に関する IEC 60601-1:2005/A1:2012 に適合しているᚪ要があります。どの

よ࠹な装⨠の⤄み合ࡎࢂであっても、IEC 60601-1:2005/A1:2012 システム要௲への

‵ᣈがᚪ要です。

注意  ヘモスフィアを外部機器に接続する場合は、リしい取扱方法について、ᙔラ外部機

器の取扱説明書を参照してください。臨床で使用する前に、システムが正しく機⬗

することを確認してください。

ベッドサイドモニターをᡜ定のパラメータ出ງに設定し、インターフェースケーブルを使って、

ヘモスフィア上の選択したアナࣞグථງポートに接続してください。

注記  ベッドサイドモニター用の正しいヘモスフィアのアナࣞグථງインターフェース

ケーブルについては、お㎾くの Edwards ௥⌦ᗉにおၡい合ࡎࢂください。

௧ୖの手順は、ヘモスフィアのアナࣞグථງポートの設定方法です。

1 㹐設定㹒アイコン をタッࢲします。

2 㹐モニター設定㹒࣍タンをタッࢲします。

3 㹐アナࣞグථງ㹒࣍タンをタッࢲします。

4  MAP が接続されたアナࣞグポート␊号（1 または 2）の㹐パラメータ㹒リスト࣍

タンから、MAP を選択します。MAP の初期設定値が表示されます。

注記  選択したポートでアナࣞグ信号が検出されない場合は、ࠔᮅ接続ࠕとい࠹メッセージ

が㹐ポート㹒リスト࣍タンのୖに表示されます。

  アナࣞグථງの接続またはᮅ接続が᭩初に検出された場合は、ステータスࣁーに▯

い㏳▩メッセージが表示されます。

5  CVP が接続されたアナࣞグポート␊号の㹐パラメータ㹒リスト࣍タンから、CVP
を選択します。CVP の初期設定値が表示されます。
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注記 々数のアナࣞグථງに、ྜྷ時にྜྷじパラメータは設定できまࢆࡎ。

6  使用するベッドサイドモニターに対して初期値が正しࡄれࡣ、㹐Home㹒アイコン

をタッࢲします。ベッドサイドモニターに対して初期値が正しくない場合（ベッ

ドサイドモニターの取扱説明書を参照）、電圧⠂ᅑ、フルスケール⠂ᅑをಞ正するか、

本章の 6.2.5.1 㡧で説明するキャリブレーションオプションを実⾔できます。

㹐フルスケール⠂ᅑ㹒の値࣍タンをタッࢲして、表示⠂ᅑをን᭞します。௧ୖの表 6-1 に、ฺ

用ྊ⬗なパラメータについてን᭞ྊ⬗な全スケール⠂ᅑを示します。

表 アナࣞグථງパラメータ⠂ᅑࠈ6-1

パラメータ フルスケール⠂ᅑ

MAP 100 㹳 510 mmHg （13.3 kPa 㹳 68 kPa）

CVP 10 㹳 110 mmHg （1.3 kPa 㹳 14.6 kPa）

注記  電圧表示値ࣞࢭは、⮤ິ的に圧ງの᭩఩表示値 0mmHg（0kPa）にセットされます。

㹐フルスケール⠂ᅑ㹒は、選択した㹐電圧⠂ᅑ㹒のフルスケールまたは᭩ኬ圧ງ表示

値です。

㹐電圧⠂ᅑ㹒リスト࣍タンをタッࢲして、表示される電圧⠂ᅑをን᭞します。全パラメータに

ついて、選択ྊ⬗な電圧⠂ᅑは௧ୖの㏳りです。

0ࠈ・ 㹳 1V
0ࠈ・ 㹳 5V
0ࠈ・ 㹳 10V
 （参照ࠕキャリブレーションࠔ6.2.5.1）スタム࢜ࠈ・

警告  ื のベッドサイドモニターにวり᭨࠻る場合は、表示されたすべての測定値が᭯ຝ

となることを確認してください。ᚪ要に応じて、電圧⠂ᅑおよび対応するパラメー

タ⠂ᅑを්設定またはキャリブレーションしてください。

�������� ࣤࣘࢨ࣭ࣝࣇࣛࣔ࢞

初期値が正しくない場合または電圧⠂ᅑが不明な場合、キャリブレーションオプションがᚪ要

です。キャリブレーションプࣞセスでは、ベッドサイドモニターから受信したアナࣞグ信号を

使って、ヘモスフィアを設定します。

注記 初期値が正しい場合、キャリブレーションしないでください。

注意  適วな◂ಞを受ࡄたスタッフのみが、ヘモスフィアのアナࣞグポートのキャリブレー

ションを⾔ってください。

1 㹐設定㹒アイコン をタッࢲします。

2 㹐モニター設定㹒࣍タンをタッࢲします。

3 㹐アナࣞグථງ㹒࣍タンをタッࢲします。

4  㹐ポート㹒リスト࣍タンから使用するポート␊号（1 または 2）を選び、㹐パラメータ㹒

リスト࣍タンから対応するパラメータ（MAP または CVP）を選択します。

5  電圧値ポップアップ画面から㹐࢜スタム㹒を選びます。㹐アナࣞグථງの࢜スタム

004_৬4࡛_HS_03.indd   71 2017/04/14   14:12



ユーザーインターフェースの設定

71 72

設定㹒画面が表示されます。

6  ベッドサイドモニターから選択したアナࣞグථງポートまでのフルスケール信号

を、ヘモスフィア上でシ࣐ュレーションします。

7  ᭩ኬパラメータ値をフルスケール信号値とྜྷじ値に設定します。

8  㹐᭩高値をキャリブレーション㹒࣍タンをタッࢲします。㹐᭩ኬ A/D㹒値が㹐アナ

ࣞグථງの࢜スタム設定㹒画面に表示されます。

注記  アナࣞグ接続が検出されない場合は、㹐᭩高値をキャリブレーション㹒および㹐᭩఩

値をキャリブレーション㹒࣍タンが↋ຝになり、㹐A/D の読取値㹒が㹐ᮅ接続㹒に

วり᭨ࢂります。

9  ྜྷ じ方法で、᭩ᑚパラメータ値に対して設定します。

10  㹐Ử定㹒࣍タンをタッࢲして、表示されている࢜スタム設定を確定し、アナࣞグථ

ງ画面にᡘります。

11  ᚪ要であれࡣステップ 4 㹳 10 を⧖り㏁しても࠹一方のポートをキャリブレーショ

ンします。または、㹐Home㹒アイコン をタッࢲしてモニタリングビューにᡘり

ます。

注意  SVR の連続測定値の⢥度は、外部モニターからの MAP および CVP データの㌷送

⢥度によって異なります。本装⨠では、外部モニターからの MAP および CVP のア

ナࣞグ信号の⢥度を確認できないため、実際の値と本装⨠に表示される値（すべて

のὬ⏍パラメータをྱࡳ）は異なるྊ⬗性があります。ᚉって、SVR の連続測定値

の⢥度はಕチされまࢆࡎ。アナࣞグ信号の⢥度をึ᩷するために、外部モニターに

表示される MAP および CVP の値と本装⨠のフィジオツリー画面に表示される値と

を定期的にẒ㍉してください。外部モニターからのアナࣞグ出ງ信号にᙫ㡢するྊ

⬗性のある⢥度、キャリブレーション、その௙のን数については、外部ථງデࣁイ

スの取扱説明書を参照してください。
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���� ア࣭࣑ࣚ㸤ࢹࢴࢣ࣭ࢰ

ヘモスフィアには 2 ⛸㢦のアラームがあります。

的アラーム：医師が設定するアラームで、設定した連続するキーパラメータの⌦⏍ ࠈ1

アラーム⠂ᅑの上㝀またはୖ㝀を示します。

。イスフォルトまたは警告を示しますࣁテクニ࢜ルアラーム：このアラームはデࠈ2

アラームはඁ඙度がࠔ୯ࠕまたはࠔ高ࠕのときに㉫こります。アラームおよびアラーム音が᭯

ຝになるのは表示されているパラメータ（キーパラメータ）のみです。

⏍⌦的パラメータのࡔ࠹、CO/CI、sCO/sCI、SV/SVI、ScvO2/SvO2 については、アラームඁ඙

度の上㝀（レッドࢯーン）がࠔ୯ࠕ、アラームඁ඙度のୖ㝀（レッドࢯーン）はࠔ高ࠕです。

⏍⌦的パラメータが SVR/SVRI、EDV/sEDV、EDVI/sEDVI、RVEF/sRVEF の場合には、アラー

ムのඁ඙度はᖏにࠔ୯ࠕです。D.5ࠔアラームのඁ඙度ࠕを参照してください。

テクニ࢜ルアラームの୯でフォルトはඁ඙度がࠔ୯ࠕであり、Ⓠ⏍時には関連するモニタリン

グິ作がೳḾします。警告はඁ඙度がࠔ఩ࠕであり、モニタリングິ作はೳḾしまࢆࡎ。警告

よりもフォルトのඁ඙度が高いため、フォルトのⓆ⏍୯は警告のアラームはⓆ⏍しまࢆࡎ。

すべてのアラームⓆ⏍時には、ステータスࣁーに関連するメッセージが表示されます。Ⓠ⏍୯

のアラームメッセージは、ステータスࣁーに順␊に表示されます。さらに、アラームⓆ⏍୯は

表 7-1 に示すちつ的アラームインジケータが表示されます。リ⣵については モニタースࠔ11.2

テータスランプࠕの表 11-1 を参照してください。

表 ちつ的アラームインジケータのⰅࠈ7-1

アラームのඁ඙度 Ⰵ 点⅁パターン

高 ㉝Ⰵ 点⁓

୯ 㯜Ⰵ 点⁓

఩ 㯜Ⰵ ⤽続してオン

ちつ的アラームインジケータはⓆ⏍୯のアラームの୯で᭩も高いඁ඙度について表示します。

アラーム音もⓆ⏍୯のアラームの୯で᭩も高いඁ඙度に応じた音が㫾ります。ඁ඙度がྜྷじ場

合は、フォルトや警告より⏍⌦的アラームがඁ඙されます。すべてのテクニ࢜ルアラームはシ

ステムが検出した時点でⓆ⏍します。アラームࡇとのᅖ᭯の㐔ᘇはありまࢆࡎ。⏍⌦的アラー

ムの場合、㐔ᘇはḗのパラメータの計算にかかる時間となります。

・ スワンガンツモジュールࠈ連続的心拍出量および関連するパラメータ：ንິするが඼ᆵ的

には⣑ 57 COࠔ9.2.4）⛂ ࢜ウントࢱウンタイ࣏ーと STAT COࠕ参照）

・オキシメトリー：2 ⛂

すべてのアラームは患者ࡇとに記録・ಕ⟮され、データエクスポート機⬗を使ってずることが

できます（8.1.1ࠔデータのࢱウンࣞードࠕを参照してください）。ࢱウンࣞード用データは、

᩺ぜ患者を開ጙする際にᾐཡされます（6.1.1᩺ࠔぜ患者ࠕを参照してください）。⌟ᅹの患者

のデータには、システムの電″をวったᚃ᭩ኬ 12 時間までアクセスすることができます。
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������ ア࣭࣑ࣚࢹࣤࣝ࢕ࢦ

��������⏍⌦Ⓩア࣭࣑ࣚ

⏍⌦的アラームは、㹐アラームサイレント㹒アイコン をタッࢲすることで、モニタリング

ビューから├接アラームをᾐ音できます。

⏍⌦的アラーム音は 2ฦ間ᾐ音されます。この 2ฦの間、この間に᩺しくⓆ⏍した⏍⌦的アラー

ムをྱめ、すべての⏍⌦的アラームのアラーム音がᾐ音されます。この 2 ฦ間にテクニ࢜ルア

ラームがⓆ⏍した場合、アラーム音のᾐ音がゆ㝎され、アラーム音が්開します。また、アラー

ム音のᾐ音୯に㹐アラームサイレント㹒アイコンを්度タッࢲすれࡣ、手ິでアラームのᾐ音

をゆ㝎できます。2 ฦ間が⤊㐛すると、Ⓠ⏍୯の⏍⌦的アラームのアラーム音が්開します。

⏍⌦的アラームのඁ඙度がࠔ୯ࠕの場合は、ちつ的アラームインジケータ（㯜Ⰵで点⁓）も、

2 ฦ間㟸表示になります。ඁ඙度がࠔ高ࠕのちつ的アラームインジケータ（㉝で点⁓）は、㟸

表示にできまࢆࡎ。⏍⌦的アラームのඁ඙度に関するリ⣵については、D.5ࠔアラームのඁ඙度ࠕ

を参照してください。

注記  ⏍⌦的パラメータは、アラームを↋しに設定することができます。7.1.5 㡧、7.1.7
㡧を参照してください。

警告  患者の安全性にၡ㢗を引き㉫こすྊ⬗性がある場合は、アラーム音をオフにしない

でください。

ア࣭࣑ࣚࣜ࢜ࢼࢠࢷ��������

テクニ࢜ルアラームのⓆ⏍୯に㹐アラームサイレント㹒アイコン をタッࢲすると、アラー

ム音をᾐ音し、ちつ的アラームインジケータ（ඁ඙度ࠔ୯ࠕおよびࠔ఩ࠕ）をᾐすことができ

ます。ちつ的アラームインジケータとアラーム音は、ඔのテクニ࢜ルアラームが一度ゆᾐされ

්度Ⓠ⏍するか、ืのテクニ࢜ルアラームもしくは⏍⌦的アラームがⓆ⏍するまで්開しまࡎ

。ࢆ

������ ア࣭࣑ࣚ㡚㔖ࡡシᏽ

アラーム音量の⠂ᅑはࠔ఩ࠕからࠔ高ࠕで、デフォルトはࠔ୯ࠕです。これは⏍⌦的アラーム、

テクニ࢜ルフォルト、警告に適用されます。アラーム音量はいつでもን᭞することができます。

1 㹐設定㹒アイコン をタッࢲします。

2 㹐モニター設定㹒࣍タンをタッࢲします。

3 㹐ᇱ本設定㹒࣍タンをタッࢲします。

4 㹐アラーム音量㹒リスト࣍タンの右ഁをタッࢲして、音量を選択します。

5 㹐Home㹒アイコン をタッࢲして、モニタリングビューにᡘります。

警告  アラーム音量を適วにモニタリングできなくなる音量にୖࡅないでください。適ว

な音量に設定されていない場合、患者の安全性にၡ㢗が⏍じるྊ⬗性があります。

������ シᏽࢹࢴࢣ࣭ࢰ

ターゲットとは医師が設定するちつ的インジケータ（ランタン）です。患者が᭻ましいターゲッ

トࢯーン内か（⥫）、警告ターゲットࢯーン内か（㯜）、アラームࢯーン内か（㉝）を示します。

ターゲットࢯーンの使用は医師によって᭯ຝ㸤↋ຝにすることができます。アラーム（上㝀㸤
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ୖ㝀）は、ターゲットࢯーンと異なり、アラームパラメータ値が点⁓してアラーム音が㫾りま

す。

るパラメータは㹐アラーム㸤ターゲット㹒設定画面に㹐アラーム音インジケー࠻が使ࠕアラームࠔ

タ㹒アイコン で表示されます。デフォルトのアラーム（上㝀㸤ୖ㝀）も、そのパラメータ

の注意ࢯーン（㉝）の⠂ᅑになります。アラーム（上㝀㸤ୖ㝀）が設定できないパラメータは、

㹐アラーム㸤ターゲット㹒設定画面にベルアイコンが表示されまࢆࡎが、ターゲット⠂ᅑは設

定することができます。

表 ターゲット≟ឺインジケータのⰅࠈ7-2

Ⰵ 意࿝

⥫Ⰵ ⥫Ⰵのターゲットࢯーンは、医師が設定した
ターゲット⠂ᅑ内にあることを示します。

㯜Ⰵ 㯜Ⰵのターゲットࢯーンはターゲット⠂ᅑ外
であり、医師によって設定されたアラームま
たは注意の⠂ᅑにはථっていないが、警告⠂
ᅑ内にあることをちつ的に示します。

㉝Ⰵ ㉝Ⰵアラームやターゲットࢯーンは、アラー
ム㸤ターゲット画面にベルのアイコンで示さ
れているࠔアラームࠕ≟ឺと考࠻られます。
初期設定の高㸤఩アラームは、ᙔラパラメー
タの㉝Ⰵの注意ࢯーンの⠂ᅑでもあります。
高㸤఩アラームを設定できないパラメータに
は、アラーム㸤ターゲット画面でベルのアイ
コンがありまࢆࡎが、これらのパラメータに
もターゲット⠂ᅑは設定できます。アラーム
またはターゲットࢯーンの⠂ᅑは、医師が設
定します。

⅂Ⰵ ターゲットが設定されていない場合、ステー
タスインジケータは⅂Ⰵで表示されます。

������ ア࣭࣑ࣚ㸤ࢹࢴࢣ࣭ࢰシᏽ⏤㟻

㹐アラーム㸤ターゲット㹒設定画面では、各キーパラメータのアラームおよびターゲットを確

認し、設定することができます。㹐高度な設定㹒の୯の㹐パラメータ設定㹒メニュー内にある㹐ア

ラーム㸤ターゲット㹒画面から、ターゲットをㄢᩒし、アラーム音の᭯ຝ໩㸤↋ຝ໩を選択で

きます。㹐高度な設定㹒メニューからアクセスする機⬗はすべてパスコードでಕ㆜されていま

すので、熟練した医師のみがን᭞してください。各キーパラメータの設定はパラメータ࣍ック

スに表示されます。⌟ᅹ設定されているキーパラメータが、᭩初に表示されます。ṟりのキー

パラメータはỬめられた順␊で表示されます。パラメータはターゲット⠂ᅑが㹐࢜スタムデフォ

ルト㹒、㹐Edwards デフォルト㹒、㹐ን᭞㹒のいࡍれにᇱࡘいているかも示します。
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表 ターゲットのデフォルトࠈ7-3

デフォルトのྞ⛘ 説明

࢜スタムデフォルト ࢜スタムデフォルトのターゲット⠂ᅑがᙔラパラメータ用に設
定され、そのデフォルト値からን᭞されていまࢆࡎ。

Edwards デフォルト パラメータのターゲット⠂ᅑはオリジナル設定からን᭞されて
いまࢆࡎ。

ን᭞ パラメータのターゲット⠂ᅑが患者用にን᭞されています。

注記 ちつ㸤音ኇアラーム設定は、表示されているパラメータに対してのみ適用ྊ⬗です。

アラーム㸤ターゲットをን᭞するには：

1 㹐設定㹒アイコン をタッࢲします。

2 㹐高度な設定㹒࣍タンをタッࢲして、ᚪ要なパスワードをථງします。

3 㹐パラメータ設定㹒࣍タンЍ㹐アラーム㸤ターゲット㹒࣍タンをタッࢲします。

4  パラメータ࣍ックス内のどこかをタッࢲして、ᙔラパラメータのアラーム㸤ター

ゲットポップアップを表示します。

図 アラーム㸤ターゲット構成ࠈ7-1

注記 この画面は、2 ฦ間↋操作≟ឺが続くと、ඔの画面にᡘります。

㉝Ⰵ、㯜Ⰵ、⥫Ⰵの㛏方形の形はᅖ定されており、ኬきさ㸤形はንࢂりまࢆࡎ。

������ ୌᣋシᏽࡡࢹࢴࢣ࣭ࢰ

すべてのターゲットに対してᐖ᪾に、ྜྷ時に設定ን᭞ができます。㹐すべて設定㹒画面では、

௧ୖの操作を⾔࠹ことができます。

。すべてのパラメータのアラームとターゲットの設定を࢜スタムデフォルトに設定ࠈ・

。すべてのパラメータのアラームとターゲットの設定を࢜スタムデフォルトにᚗඔࠈ・

すべてのパラメータのアラームとターゲットの設定をࠈ・ Edwards デフォルトにᚗඔ。

。すべての適用ྊ⬗パラメータについて、音ኇアラームを᭯ຝ໩または↋ຝ໩ࠈ・

。すべてのパラメータについて、ターゲット⠂ᅑを᭯ຝ໩または↋ຝ໩ࠈ・

1 㹐設定㹒アイコン をタッࢲします。
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2 㹐高度な設定㹒࣍タンをタッࢲして、ᚪ要なパスワードをථງします。

3 㹐パラメータ設定㹒࣍タンЍ㹐アラーム㸤ターゲット㹒࣍タンをタッࢲします。

4 㹐すべて設定㹒࣍タンをタッࢲします。

5  すべてのパラメータの音ኇアラームを一ᣋで᭯ຝ໩または↋ຝ໩するには、㹐アラー

ム音㹒࣍ ックス内の㹐すべて↋ຝにする㹒または㹐すべて᭯ຝにする㹒࣍ タンをタッ

。しますࢲ

6  ターゲット⠂ᅑをサポートするパラメータのターゲットをすべて᭯ຝ㸤↋ຝ໩する

には、㹐ターゲットのオン㸤オフ㹒トグル࣍タンをタッࢲします。

7  すべての設定を࢜スタムデフォルトにᡘすには、㹐すべてを࢜スタムデフォルトに

ᚗඔ㹒をタッࢲします。ࠔすべてのアラーム㸤ターゲットを࢜スタムデフォルトに

ᚗඔしますࠕとい࠹メッセージが表示されます。

8 確認ポップアップ画面の㹐ḗへ㹒࣍タンをタッࢲして、ᚗඔを確認します。

9  すべての設定を Edwards デフォルトにᡘすには、㹐すべてを Edwards デフォルトに

ᚗඔ㹒をタッࢲします。ࠔすべてのアラーム㸤ターゲットを Edwards デフォルトに

ᚗඔしますࠕとい࠹メッセージが表示されます。

10 確認ポップアップ画面の㹐ḗへ㹒࣍タンをタッࢲして、ᚗඔを確認します。

������ ࢜スࢸ࣑ࢰフ࢚ࣜࢹシᏽ

࢜スタムデフォルトを設定するには、㹐すべて設定㹒画面または಴々の㹐アラーム㸤ターゲッ

トの設定㹒画面からいつでも᭯ຝまたは↋ຝにすることができます。

1 㹐設定㹒アイコン をタッࢲします。

2 㹐高度な設定㹒࣍タンをタッࢲして、ᚪ要なパスワードをථງします。

3 㹐パラメータ設定㹒࣍タンЍ㹐アラーム㸤ターゲット㹒࣍タンをタッࢲします。

4 㹐すべて設定㹒࣍タンをタッࢲします。

5 㹐࢜スタムデフォルト設定㹒࣍タンをタッࢲします。

図 アラーム㸤ターゲットの࢜スタムデフォルトの設定ࠈ7-2

6  デフォルトは㹐౿数㹒または㹐౿数なし㹒で表示される場合があります。㹐パラメー

タの表示：㹒トグル࣍タンで使用するフォー࣏ットを選択します。

7 設定するパラメータをタッࢲします。

8  各ターゲット設定値の値࣍タンをタッࢲして、値をථງします。ᙔラパラメータに

対して、対応する౿数ありまたは౿数なしの値が⮤ິ的に設定されます。

9  各パラメータについて、ステップ 7 と 8 を続ࡄます。画面ୖの右㸤ᕞ▦༰をタッࢲ

すると、ḗ㸤前のパラメータ一覧が表示されます。

10 パラメータをすべてን᭞したら、㹐すべて確認㹒をタッࢲします。
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������ � 㸤ア࣭࣑ࣚシᏽࢹࢴࢣ࣭ࢰࡡࢰ࣭࣒ࣚࣂࡡࡗ

㹐アラーム㸤ターゲット㹒ポップアップでは、選択したパラメータのアラームとターゲットの

値を設定できます。また、アラーム音を᭯ຝまたは↋ຝにすることもできます。ターゲット設

定値は数値キーパッド、また᚜ㄢᩒであれࡣスクࣞール࣍タンを使ってㄢᩒすることができま

す。

1  パラメータグࣞーブ内をタッࢲして、パラメータの㹐アラーム㸤ターゲット㹒ポッ

プアップを開きます。㹐アラーム㸤ターゲット㹒ポップアップは、フィジオツリー

画面のパラメータをタッࢲしても開きます。

2  パラメータのアラーム音を↋ຝにするには、ポップアップの右上にある㹐アラーム

音インジケータ㹒アイコン をタッࢲします。

注記  高㸤఩アラームを設定できないパラメータでは、㹐アラーム㸤ターゲット㹒ポップアッ

プ上に㹐アラーム音インジケータ㹒アイコン は表示されまࢆࡎ。

3  パラメータのちつ的ターゲットを↋ຝにするには、ポップアップᕞ上の᭯ຝになっ

た㹐᭯ຝなアイテム㹒アイコン をタッࢲします。ᙔラパラメータのターゲット

インジケータは⅂Ⰵになります。

4  ▦༰を使って⠂ᅑをㄢᩒするか、値ථງ部をタッࢲして数値キーパッドでථງしま

す。

図 ಴々のパラメータアラームおよびターゲットの設定ࠈ7-3

5 値が正しࡄれࡣ、㹐Ử定㹒アイコン をタッࢲします。

6 キャンセルするには、㹐取ᾐ㹒アイコン をタッࢲします。

警告  アラーム表示およびアラーム音は、画面上でパラメータがキーパラメータ（パラメー

タグࣞーブ内に表示される 1 㹳 4 ಴のパラメータ）として選択され表示されている

場合にしか作ິしまࢆࡎ。パラメータがキーパラメータとして選択されていない場

合、アラーム音はᾐ音されます。
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���� スࡡ࣭ࣜࢢㄢᩒ

グラフトレンドデータはグラフのᕞから右にᥝかれ、᭩᩺のデータが右に表示されます。パラ

メータのスケールは⦢㍀、時間スケールはᶋ㍀です。

図 グラフトレンド画面ࠈ7-4

スケール設定画面では、パラメータと時間の୦方のスケールを設定することができます。選択

されているパラメータ（キーパラメータ）がリストのトップにあります。㏛ຊのパラメータを

確認するには㹐ᶋスクࣞール㹒アイコン を使用します。

1 㹐設定㹒アイコン をタッࢲします。

2 㹐高度な設定㹒࣍タンをタッࢲして、ᚪ要なパスワードをථງします。

3 㹐パラメータ設定㹒࣍タンЍ㹐スケールㄢᩒ㹒࣍タンをタッࢲします。

図 スケールㄢᩒࠈ7-5

注記 操作しない≟ឺが 2 ฦ間続くと、モニタリングビューにᡘります。

4  各パラメータについて、㹐ୖ㝀㹒࣍タンをタッࢲして、グラフに設定したいୖ㝀値
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をථງします。㹐上㝀㹒࣍ タンをタッࢲして、上㝀値をථງします。その௙のパラメー

タを確認するには、㹐ᶋスクࣞール㹒アイコン を使用します。

5  㹐グラフ時間༟న㹒の値ථງ部をタッࢲして、グラフに表示する⥪時間を設定します。

選択⫝は௧ୖの㏳りです。

3ࠈ・ ฦ ・1ࠈ 時間 ・12ࠈ 時間

5ࠈ・ ฦ ・2ࠈ 時間（デフォルト） ・18ࠈ 時間

10ࠈ・ ฦ ・4ࠈ 時間 ・24ࠈ 時間

15ࠈ・ ฦ ・6ࠈ 時間 ・48ࠈ 時間

30ࠈ・ ฦ

6  㹐表示間㝰㹒の値ථງ部をタッࢲして、各タブの時間を設定します。選択⫝は௧ୖ

の㏳りです。

1ࠈ・ ฦ（デフォルト） ・30ࠈ ฦ

5ࠈ・ ฦ ・60ࠈ ฦ

10ࠈ・ ฦ

図 表トレンドの表示間㝰ポップアップࠈ7-6

7 ḗのパラメータセットに㐅ࡳには、ᕞୖにある▦༰をタッࢲします。

8 㹐Home㹒アイコン をタッࢲして、モニタリングビューにᡘります。

���� ࣈࢴアࢹࢴࢬࡡࢹア࣭ࣜ࣎ࣛࢨ

㹐シリアルポートのセットアップ㹒画面を使用して、シリアルポートをデジタルデータ㌷送用

に設定します。画面は㹐ᡘる㹒アイコン をタッࢲするまで表示されます。

1 㹐設定㹒アイコン にタッࢲします。

2 㹐高度な設定㹒࣍タンをタッࢲして、ᚪ要なパスワードをථງします。

3 㹐シリアルポートのセットアップ㹒࣍タンをタッࢲします。

4  シリアルポートセットアップパラメータのリスト࣍タンをタッࢲして、表示されて
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いるデフォルト値をን᭞します。

5 終஡ᚃ、㹐ᡘる㹒アイコン をタッࢲします。

注記  IFM アウトプࣞトコルによる患者モニタリングシステムをサポートするため、リア

ルタイム㏳信用に 9 ピンの RS232 シリアルポートがあります。

���� ࢺモモ࣭ࢸ

デモモードは◂ಞやデモ┘的で、患者データをシ࣐ュレートする際に使用します。

デモモードではಕᏋされたデータが表示され、ಕᏋデータが⧖り㏁し使用されます。デモモー

ドのヘモスフィアのユーザーインターフェースは、㏳ᖏの使用≟ឺとྜྷじよ࠹に機⬗します。

スワンガンツテクࣞࢿジーの機⬗をデモするためには、ᯣ✭の患者データをථງするᚪ要があ

ります。実際にモニタリングしているときのよ࠹に、画面をタッࢲすることができます。

デモモードにථると、トレンドデータおよびイベントが画面からᾐཡされ、患者モニタリング

を්開するときのためにಕᏋされます。

1 㹐設定㹒アイコン をタッࢲします。

2 㹐デモモード㹒࣍タンをタッࢲします。

注記  ヘモスフィアがデモモードで作ິしているときは、すべてのアラーム音が↋ຝにな

ります。

3 㹐デモモード㹒確認画面で㹐はい㹒をタッࢲします。

4  スワンガンツモジュールによるモニタリングのリ⣵については、➠ 9 章：ࠔスワン

ガンツモジュールによるモニタリングࠕを参照してください。

5 患者モニタリングを⾔࠹前に、ヘモスフィアをᚪ්ࡍ㉫ິします。

警告  デモデータと臨床データを間㐢࠻ないよ࠹に、臨床設定でデモモードが㉫ິしてい

ないことを確認してください。

���� ࢡアࣛࣤࢼࢩ࢙ࣤ

エンジニアリング画面は、エドワーズライフサイエンスᰬ式ఌ♣のエンジニアのみが操作でき、

パスワードによってಕ㆜されています。エラーがⓆ⏍した場合は、᭩初に➠ 11 章：ࠔトラブル

シューティングࠕを参照してください。
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